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　３
月
に
委
員
会
の
改
編
が

あ
り
ま
し
た
が
、
引
き
続
き

広
報
常
任
委
員
会
の
副
委
員
長

を
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
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　創
刊
以
来
、
副
委
員
長
と
し

て
議
会
広
報
の
編
集
に
携
わ
っ

て
参
り
ま
し
た
が
、
今
回
で

第
11
号
目
と
な
り
ま
す
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　議
会
改
革
の
一
環
と
し
て
、

議
会
広
報
の
発
行
の
他
に
、

議
会
中
継
、
一
般
質
問
で
の

一
問
一
答
方
式
の
導
入
、
議
会

報
告
会
な
ど
、
町
民
の
皆
様
に

開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
、

全
議
員
が
一
丸
と
な
っ
て
行
っ

て
参
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

五
戸
町
の
議
会
改
革
は
、
進
ん

で
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
他
市

町
村
に
、
か
な
り
近
づ
い
た
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
、
議
会
改
革
に
は

際
限
が
あ
る
と
は
思
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。

　こ
れ
か
ら
も
、
議
会
広
報
の

編
集
の
あ
り
方
を
含
め
、
五
戸

町
ら
し
い
議
会
改
革
を
進
め
て

参
る
所
存
で
す
。
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次
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の
広
報
は
、

平
成
26
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発
行
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で
す
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６月定例会は６月12日開会予定です。
詳しくは議会事務局まで
TEL ６２ － ２１１１（代表）
日程が決まりしだい「五戸ちゃんねる」、
五戸町ホームページでもお知らせします。

３人
男性

０人
女性

傍会議 聴 者 ア ン ケ ー ト 集 計 表

平成26年３月定例会（３／６～14）

１．あなたの性別は？

４．議会の日程を何で知りましたか？（複数回答）
　◎ 議会広報　　　　　　　　　　１人
　◎ その他（事務局へ問い合わせ）　２人

５．五戸ちゃんねる（テレビ）で五戸町議会の一般質問を放送していますが、見たことがありますか？
　◎ 見たことがある　　　　　　　１人
　◎ 見たことがない　　　　　　　２人

６．議会広報「ごのへ議会だより」を発行していますが、ご覧になっていますか？
　◎ 毎号見ている　　　　　　　　１人
　◎ ときどき見ている　　　　　　２人

７．五戸町議会あるいは議会広報について、ご意見・ご要望などありましたら、お書きください。
　◎ 議会ではデータの発表はニュースソースと表示（資料配布等）があると情報の

共有化と見える化が図られる。他市町村の取り組みから学ぶともっと生き生き
してくると思う。町民参加の促進の必要性を痛感した。

　◎ 議会広報、毎回興味を持って読んでいる。「五戸総合病院改革アンケート結果」を
知り、考えさせられる。この結果を踏まえた、町民からの意見集約も必要では
ないだろうか。

１人
50歳代

２人
60歳代

２．あなたの年齢は？

１人
初めて

２人
１・２回

３．議会を傍聴したことがありますか？

平成26年４月８日、五戸小学校に蛯川小学校・豊間内小学校・南小学校を統合。

平成26年４月８日、１年生71人を迎え、児童数450人となり三戸郡内でも最大規模の小学校となりました。

五戸小学校入学式五戸小学校入学式



③ ごのへ議会だより 第11号 ごのへ議会だより 第11号 ②

第21回  平成26年３月  定例会
　３月定例会は、３月６日から14日までの９日間の会期で開催しました。
　５人の議員が一般質問を行ったほか、陳情１件、町長から平成26年度当初予算、平成25年度補正予算や
条例の制定など29件の議案が提出されました。

平成26年度当初予算を可決
一般会計　８７億１,３５４万円　　　前年度比　△１４.５％　１４億８,３１１万円減額
特別会計　５９億７,７３７万７千円　前年度比　　　２.１％　　１億２,５７０万２千円増額

一般会計予算内訳

町　税
13億546万円
15.0%

自主財源
17億4,785万円
20.1%

自主財源
17億4,785万円
20.1%

依存財源
69億6,569万円
79.9%

地方交付税
44億円
50.5%

民生費
24億3,079万円

27.9%

公債費
12億6,672万円

14.5%

総務費
10億5,322万円

12.1%

教育費
10億2,357万円

11.8%

衛生費
9億2,473万円
10.6%

土木費
8億8,049万円
10.1%

消防費
5億7,971万円

6.6%

農林水産業費
3億4,843万円

4.0%

議会費
1億1,409万円

1.3% 商工費
8,569万円
1.0% その他

610万円
0.1%

国・県支出金
13億2,299万円

15.2%

町債
9億5,910万円
11.0%

地方消費税交付金
1億5,400万円

1.8%

地方譲与税
1億1,000万円

1.2%

その他交付金
1,960万円
0.2%

分担金及び負担金
1億4,838万円

1.7%

使用料及び手数料
6,837万円
0.8%

繰入金
4,078万円
0.5%

繰越金
3,000万円
0.3%

その他
1億5,486万円

1.8%

主な増額
　繰入金　　　　  １,５１６万円
　町　税　　　　  １,０４６万円

主な減額
　町債（借金）１１億７,１７０万円

自主財源  　　　　２０３万円減額
依存財源  １４億８,１０８万円減額

前年度との比較

歳　　入

主な増額
消防費　　　１億９,３８４万円
　防災行政無線施設整備工事費
　　　　　　　 　２億９３万円
民生費　　　　　 ５,２６４万円
　臨時福祉給付金　５,０００万円
土木費　　　　　４,９５２万円
　除雪機械購入費　２,８０１万円

主な減額
教育費    　１５億３,７２５万円
　五戸小学校改築工事費
　　　　　１５億３,４３０万円
総務費　　　１億６,７５８万円
　地域振興基金積立金
　　　　　　１億１,１００万円
公債費（借金の返済額）
　　　　　　　  ８,６７３万円

歳　　出

歳入

歳出

平成26年度の主な新規事業
☆防災行政無線施設整備工事　　　　　　２億１,５９３万円
・倉石地区の防災行政無線をアナログからデジタル化し、五戸町の規格を一本化するもの。
・防災無線操作卓を八戸消防本部へ設置し、24時間体制で火災発生等のサイレンの鳴動を実施して
もらうための操作卓移設工事。

☆臨時福祉給付金事業　　　　　　　　　　　５,４８０万円
・消費税の引き上げに際し、低所得者に対し臨時的な措置として給付する経費で、１００％国が負担。
☆除雪機械購入事業　　　　　　　　　　　　２,８５７万円
・融雪剤散布車１台、４ｔダンプ１台
☆子育て世帯臨時特例給付金事業　　　　　　１,９３０万円
・消費税の引き上げに際し、子育て世帯への影響を緩和するため臨時的な措置として給付する経費で、
１００％国が負担。

☆戸籍電算化システム更新業務等　　　　　　１,８４９万円
☆住民情報システム改修等業務委託料　　　　１,４４７万円
☆川内支所・倉石支所洋式トイレ工事費　　　　４９４万円
☆歴史民俗資料保存展示施設設置準備事業　　　４５２万円
・旧豊間内小学校空校舎の活用案として、歴史民俗資料館の整備を検討するための経費。
　（検討委員会を設置し、視察等も実施予定。）

☆農地中間管理機構業務委託事業　　　　　　　２６６万円
・担い手への農地集積・集約化や耕作放棄地の解消を図るため、中間管理機構（仮称）の業務を一部受託
する。

特　別　会　計

後期高齢者医療特別会計
国民健康保険特別会計
介護保険特別会計
下水道事業特別会計
農業集落排水処理施設事業特別会計
簡易水道事業特別会計
住宅用地造成事業等特別会計
ケーブルテレビ特別会計

予　　算　　額

４億３,９４０万円
２５億５,０１２万円
２２億１,５４１万円
４億７,０９４万円
１億５,０５７万円
１億６５０万円
１,６７５万円
２,７７０万円

前 年 度 比
増　減　額
１,５８８万円
３,９０７万円
４,５５１万円
５８２万円
４６８万円

１,１１４万円
０円

３６０万円

増減比

病 院 事 業 会 計 予　　算　　額
前 年 度 比

増　減　額 増減比

３.７％
１.６％
２.１％
１.３％
３.２％
１１.７％
０.０％
１５.０％

収益的収入 ２６億２,５１５万円 ２,１５３万円 ０.８％
収益的支出 ３０億６,４６０万円 ２億３２１万円 ７.１％
資本的収入 ２億２,５０１万円 ２,６１１万円 １３.１％
資本的支出 ４億２,５０４万円 １億２,３４３万円 ４０.９％
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収益的支出 ３０億６,４６０万円 ２億３２１万円 ７.１％
資本的収入 ２億２,５０１万円 ２,６１１万円 １３.１％
資本的支出 ４億２,５０４万円 １億２,３４３万円 ４０.９％



⑤ ごのへ議会だより 第11号 ごのへ議会だより 第11号 ④

予算特別委員会 予算特別委員会

写真はイメージです

中学校用 小学校用

ブドロク牧場

ひばり野公園

　平成26年度当初予算について、議員全員で構成する「予算特別委員会」を設置し、委員長に三浦俊哉

議員、副委員長に中川原賢治議員を互選、平成26年度の一般会計・８特別会計・病院事業会計予算

について審査しました。（委員会では議員のことを「委員」と呼びます。）

一
般
会
計

質
問
　
三
浦
專
治
郎
委
員

　
地
域
振
興
力
向
上
対
策
支

援
事
業
費
支
援
金
４
０
０
万

円
の
内
容
は
。

答
弁

　新
井
田
企
画
振
興
課
長

　
ご
の
へ
夏
ま
つ
り
の
イ
ベ

ン
ト
に
１
２
０
万
円
、
特
産

品
販
売
促
進
事
業
に
２
０
０

万
円
、
国
際
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
80
万
円
を

予
定
し
て
お
り
、
県
市
町
村

振
興
協
会
か
ら
補
助
さ
れ
る
。

質
問
　
若
宮
佳
一
委
員

　
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
型
防
犯
灯

設
置
補
助
金
90
万
円
は
、
ど

こ
に
設
置
す
る
分
か
。

答
弁

　倉
橋
総
務
課
長

　
各
自
治
会
に
対
し
要
望
を

取
り
ま
と
め
し
て
い
る
段
階

で
、
設
置
場
所
は
未
定
。

質
問
　
大
久
保  

均
委
員

　
倉
石
温
泉
指
定
管
理
料
が

前
年
度
に
比
べ
２
３
０
万
円

多
く
な
っ
た
理
由
は
。

答
弁

　中
里
福
祉
保
健
課
長

　
燃
料
費
の
高
騰
、
光
熱
水

費
の
値
上
が
り
、
消
費
税
の

増
税
に
よ
る
も
の
。

質
問
　
尾
形
裕
之
委
員

　
旧
五
戸
町
と
旧
倉
石
村
の

町
民
で
料
金
が
異
な
る
が
、

そ
の
後
ど
う
な
っ
た
の
か
。

質
問
　
川
村
浩
昭
委
員

　
倉
石
温
泉
と
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
入
浴
料
は
指
定
管

理
が
25
年
度
で
終
了
す
る
の

で
、
26
年
度
に
統
一
す
る
予

定
だ
っ
た
と
思
う
が
。

答
弁

　中
里
福
祉
保
健
課
長

　
今
後
検
討
し
ま
す
。

 

質
問
　
三
浦
專
治
郎
委
員

　
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

の
利
用
方
法
、
前
年
度
実
績

は
。

答
弁

　中
里
福
祉
保
健
課
長

　
利
用
方
法
は
、
町（
福
祉

保
健
課
）に
登
録
し
、
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
に
は
委
託
先

で
あ
る
社
会
福
祉
協
議
会
へ

連
絡
す
る
。

　
実
績
は
、
登
録
者
98
人
、

利
用
者
72
人
。

質
問
　
尾
形
裕
之
委
員

　
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
負
担
金
と
は
。

答
弁

　新
井
田
企
画
振
興
課
長

　
26
年
度
か
ら
負
担
金
を
納

め
て
連
合
会
に
加
入
す
る
。

　
登
録
の
窓
口
は
、
こ
れ
ま

で
と
同
じ
八
戸
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
と
な
る
。

質
問
　
大
沢  

博
委
員

　
放
牧
牛
の
頭
数
、
キ
ャ
ト

ル
セ
ン
タ
ー
の
利
用
率
は
。

答
弁

　小
村
農
林
課
長

　
夏
季
放
牧
は
70
〜
80
頭
で
、

利
用
率
は
約
70
％
、
１
２
０

頭
ま
で
可
能
。

　
冬
季
預
託
キ
ャ
ト
ル
セ
ン

タ
ー
の
最
多
利
用
頭
数
76
頭

で
、
利
用
率
は
76
％
、
１
０

０
頭
収
納
可
能
。

質
問
　
大
沢  

博
委
員

　
採
算
が
取
れ
な
い
の
で
は
。

　
今
後
の
運
営
は
。

答
弁

　小
村
農
林
課
長

　
預
託
頭
数
を
増
や
す
よ
う

農
家
に
お
願
い
し
て
い
く
。

質
問
　
三
浦
專
治
郎
委
員

　
農
地
集
積
協
力
金
と
青
年

就
農
給
付
金（
経
営
開
始
型
）

が
ど
ち
ら
も
前
年
度
よ
り
減

額
さ
れ
て
い
る
が
理
由
は
。

答
弁

　小
村
農
林
課
長

　
農
地
集
積
協
力
金
に
つ
い

て
は
、
２
月
に
農
政
改
革
の

説
明
会
を
各
地
区
で
実
施
し

た
が
、
農
地
の
出
し
手
が
な

か
な
か
現
れ
て
い
な
い
た
め

最
低
の
金
額
を
予
算
計
上
し

た
。
26
年
度
は
農
地
中
間
管

理
機
構
が
創
設
さ
れ
、
皆
さ

ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
予
算

額
を
超
え
る
場
合
は
補
正
予

算
で
対
応
し
た
い
。

　
青
年
就
農
給
付
金
に
つ
い

て
は
、
現
在
の
受
給
者
数
と

新
規
の
予
定
者
数
で
計
上
し

た
。
26
年
度
は
要
件
が
緩
和

さ
れ
る
の
で
、
新
規
の
就
農

を
増
や
し
て
い
き
た
い
。

質
問
　
中
川
原
賢
治
委
員

　
町
村
の
魅
力
発
信
事
業
委

託
料
の
事
業
内
容
は
。

答
弁

　新
井
田
企
画
振
興
課
長

　
東
京
都
中
野
区
で
実
施
さ

れ
る「
青
森
人
の
祭
典
」等
で

特
産
品
を
Ｐ
Ｒ
す
る
も
の
。

質
問
　
川
﨑
七
保
委
員

　「
青
森
人
の
祭
典
」で
五
戸

町
の
ブ
ー
ス
は
裏
通
り
に
出

店
し
て
い
る
が
、
出
店
場
所

の
確
保
の
方
法
は
。

答
弁

　藤
村
企
画
振
興
課
長

（
倉
石
地
域
振
興
公
社
担
当
）

　
場
所
は
青
森
人
の
祭
典
実
行

委
員
会
か
ら
決
め
ら
れ
て
く
る
。

質
問
　
大
沢  

博
委
員

　
サ
ッ
カ
ー
場
人
工
芝
ピ
ッ

チ
の
公
認
取
得
検
査
手
数
料
、

公
認
料
、
更
新
料
を
合
わ
せ

て
97
万
２
千
円
と
あ
る
が
、

毎
年
必
要
に
な
る
の
か
。

答
弁

　小
村
教
育
課
長

　
３
年
ご
と
に
必
要
と
な
る
。

　
公
認
を
取
る
こ
と
に
よ
っ

て
公
式
試
合
に
使
用
で
き
る
。

質
問
　
三
浦
專
治
郎
委
員

　
ひ
ば
り
野
公
園
の
遊
具
を

増
や
せ
な
い
か
と
の
要
望
が

あ
っ
た
が
。

答
弁

　小
村
教
育
課
長

　
25
年
度
に
老
朽
化
し
た
遊

具
を
撤
去
し
、
新
し
い
遊
具

を
１
基
設
置
し
た
。

　
多
く
の
種
類
を
設
置
し
た

い
が
、
安
全
管
理
や
維
持
管

理
を
考
え
て
検
討
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

質
問
　
大
沢  

博
委
員

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
購
入
費
１
６
０

万
円
は
何
台
分
か
。

答
弁

　倉
橋
総
務
課
長

　
４
台
を
購
入
し
、
蛯
川
・

越
掛
沢
・
粒
ケ
谷
地
・
手
倉

橋
の
消
防
屯
所
に
設
置
予
定
。

質
問
　
若
宮
佳
一
委
員

　
閉
校
施
設
管
理
業
務
委
託

料
の
内
容
は
。

答
弁

　小
村
教
育
課
長

　
又
重
小
学
校
跡
地
の
芝
生

の
管
理
等
を
又
重
地
区
振
興

会
に
委
託
予
定
。

　
豊
間
内
小
学
校
の
桜
の
枝

が
隣
接
地
に
伸
び
て
い
る
の

で
伐
採
予
定
。

質
問
　
若
宮
佳
一
委
員

　
閉
校
施
設
の
管
理
方
法
は
。

答
弁

　小
村
教
育
課
長

　
豊
間
内
・
蛯
川
・
南
小
学

校
は
４
月
で
電
気
・
水
道
を

止
め
る
。
日
常
の
管
理
が
で

き
な
く
な
る
の
で
施
錠
し
、

使
用
さ
せ
な
い
。

質
問
　
中
川
原
賢
治
委
員

　
小
学
校
費
と
中
学
校
費
に

電
子
黒
板
対
応
教
材
備
品
が

計
上
さ
れ
て
い
る
が
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。

答
弁

　小
村
教
育
課
長

　
小
学
校
費
は
、
パ
ソ
コ
ン

と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
つ
な

い
で
黒
板
に
移
す
プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
式
を
各
小
学
校
の
普

通
教
室
全
部
に
設
置
予
定
。

　
中
学
校
費
は
、
テ
レ
ビ
に

後
付
け
の
フ
レ
ー
ム（
タ
ッ

チ
パ
ネ
ル
ユ
ニ
ッ
ト
）を
取

付
け
、
テ
レ
ビ
を
タ
ッ
チ
パ

ネ
ル
の
よ
う
に
使
う
フ
レ
ー

ム
式
３
台
を
五
戸
中
学
校
に

設
置
予
定
。

質
問
　
若
宮
佳
一
委
員

　
角
型
二
重
食
缶
と
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。

答
弁

　小
村
教
育
課
長

　
消
費
税
増
税
後
も
給
食
費

の
値
上
げ
を
し
な
い
よ
う
に

検
討
し
た
結
果
、
ア
ル
ミ
箔

パ
ッ
ク
の
ご
飯
を
止
め
て
、

食
缶
に
ご
飯
を
入
れ
て
各
学

校
に
運
び
、
食
缶
か
ら
お
椀

に
よ
そ
っ
て
食
べ
て
も
ら
う

こ
と
と
し
た
。
そ
の
た
め
の

食
缶
の
購
入
費
で
62
個
、
大

き
さ
も
４
種
類
を
予
定
。

質
問
　
三
浦
專
治
郎
委
員

　
土
地
売
払
収
入
１
６
７
４

万
円
は
何
区
画
の
販
売
を
見

込
ん
で
い
る
の
か
。

答
弁

　山
下
建
設
課
長

　
４
区
画
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
現
在
14
区
画
が
残
っ
て
い

る
。

質
問
　
若
宮
佳
一
委
員

　
特
定
健
診
料
の
無
料
化
や

休
日
健
診
を
実
施
し
て
も
、

結
果
と
し
て
受
診
率
が
上
が

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
受

診
者
確
保
の
対
策
は
。

答
弁

　前
田
総
合
病
院
事
務
局
長

　
病
院
と
し
て
は
、
自
己
の

健
康
状
態
を
知
る
こ
と
の
大

切
さ
を
住
民
に
周
知
し
、
自

覚
を
求
め
る
指
導
・
体
制
づ

く
り
を
し
た
い
。

　
将
来
的
に
介
護
・
福
祉
・

医
療
を
ト
ー
タ
ル
で
考
え
、

病
気
の
予
防
に
つ
い
て
周
知

し
て
い
き
た
い
。

答
弁

　中
里
福
祉
保
健
課
長

　
保
健
協
力
員
や
保
健
師
が

自
治
会
等
の
集
会
に
も
積
極

的
に
参
加
し
、
特
定
健
診
の

勧
誘
を
し
た
い
。

主
な
質
疑

平成26年度当初予算を全議員が審査

住
宅
用
地
造
成
事
業
等

特
別
会
計

病
院
事
業
会
計

支
援
金
の
内
訳
は

ブ
ド
ロ
ク
牧
場
の
状
況
は

防
犯
灯
設
置
補
助
金

の
交
付
先
は

ひ
ば
り
野
公
園
遊
具

の
増
設
を

倉
石
温
泉
の
料
金

改
定
は

指
定
管
理
料
増
額

の
理
由
は

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス

事
業
を
も
っ
と
Ｐ
Ｒ

す
べ
き

農
業
経
営
基
盤

強
化
促
進
対
策
事
業
費

の
減
額
理
由
は

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
負
担
金
と
は

町
村
の
魅
力
発
信
事
業
と
は

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
購
入
台
数
は

電
子
黒
板
対
応
教
材
備
品
と
は

上
市
川
団
地
の
状
況
は

学
校
給
食
費
の

角
型
二
重
食
缶
と
は

閉
校
施
設
管
理
業
務
と
は

サ
ッ
カ
ー
場
の
公
認
と
は

特
定
健
診
の
受
診
率

向
上
の
た
め
の
対
策
は
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一
般
会
計

質
問
　
三
浦
專
治
郎
委
員

　
地
域
振
興
力
向
上
対
策
支

援
事
業
費
支
援
金
４
０
０
万

円
の
内
容
は
。

答
弁

　新
井
田
企
画
振
興
課
長

　
ご
の
へ
夏
ま
つ
り
の
イ
ベ

ン
ト
に
１
２
０
万
円
、
特
産

品
販
売
促
進
事
業
に
２
０
０

万
円
、
国
際
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
80
万
円
を

予
定
し
て
お
り
、
県
市
町
村

振
興
協
会
か
ら
補
助
さ
れ
る
。

質
問
　
若
宮
佳
一
委
員

　
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
型
防
犯
灯

設
置
補
助
金
90
万
円
は
、
ど

こ
に
設
置
す
る
分
か
。

答
弁

　倉
橋
総
務
課
長

　
各
自
治
会
に
対
し
要
望
を

取
り
ま
と
め
し
て
い
る
段
階

で
、
設
置
場
所
は
未
定
。

質
問
　
大
久
保  

均
委
員

　
倉
石
温
泉
指
定
管
理
料
が

前
年
度
に
比
べ
２
３
０
万
円

多
く
な
っ
た
理
由
は
。

答
弁

　中
里
福
祉
保
健
課
長

　
燃
料
費
の
高
騰
、
光
熱
水

費
の
値
上
が
り
、
消
費
税
の

増
税
に
よ
る
も
の
。

質
問
　
尾
形
裕
之
委
員

　
旧
五
戸
町
と
旧
倉
石
村
の

町
民
で
料
金
が
異
な
る
が
、

そ
の
後
ど
う
な
っ
た
の
か
。

質
問
　
川
村
浩
昭
委
員

　
倉
石
温
泉
と
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
入
浴
料
は
指
定
管

理
が
25
年
度
で
終
了
す
る
の

で
、
26
年
度
に
統
一
す
る
予

定
だ
っ
た
と
思
う
が
。

答
弁

　中
里
福
祉
保
健
課
長

　
今
後
検
討
し
ま
す
。

 

質
問
　
三
浦
專
治
郎
委
員

　
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

の
利
用
方
法
、
前
年
度
実
績

は
。

答
弁

　中
里
福
祉
保
健
課
長

　
利
用
方
法
は
、
町（
福
祉

保
健
課
）に
登
録
し
、
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
に
は
委
託
先

で
あ
る
社
会
福
祉
協
議
会
へ

連
絡
す
る
。

　
実
績
は
、
登
録
者
98
人
、

利
用
者
72
人
。

質
問
　
尾
形
裕
之
委
員

　
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
負
担
金
と
は
。

答
弁

　新
井
田
企
画
振
興
課
長

　
26
年
度
か
ら
負
担
金
を
納

め
て
連
合
会
に
加
入
す
る
。

　
登
録
の
窓
口
は
、
こ
れ
ま

で
と
同
じ
八
戸
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
と
な
る
。

質
問
　
大
沢  

博
委
員

　
放
牧
牛
の
頭
数
、
キ
ャ
ト

ル
セ
ン
タ
ー
の
利
用
率
は
。

答
弁

　小
村
農
林
課
長

　
夏
季
放
牧
は
70
〜
80
頭
で
、

利
用
率
は
約
70
％
、
１
２
０

頭
ま
で
可
能
。

　
冬
季
預
託
キ
ャ
ト
ル
セ
ン

タ
ー
の
最
多
利
用
頭
数
76
頭

で
、
利
用
率
は
76
％
、
１
０

０
頭
収
納
可
能
。

質
問
　
大
沢  

博
委
員

　
採
算
が
取
れ
な
い
の
で
は
。

　
今
後
の
運
営
は
。

答
弁

　小
村
農
林
課
長

　
預
託
頭
数
を
増
や
す
よ
う

農
家
に
お
願
い
し
て
い
く
。

質
問
　
三
浦
專
治
郎
委
員

　
農
地
集
積
協
力
金
と
青
年

就
農
給
付
金（
経
営
開
始
型
）

が
ど
ち
ら
も
前
年
度
よ
り
減

額
さ
れ
て
い
る
が
理
由
は
。

答
弁

　小
村
農
林
課
長

　
農
地
集
積
協
力
金
に
つ
い

て
は
、
２
月
に
農
政
改
革
の

説
明
会
を
各
地
区
で
実
施
し

た
が
、
農
地
の
出
し
手
が
な

か
な
か
現
れ
て
い
な
い
た
め

最
低
の
金
額
を
予
算
計
上
し

た
。
26
年
度
は
農
地
中
間
管

理
機
構
が
創
設
さ
れ
、
皆
さ

ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
予
算

額
を
超
え
る
場
合
は
補
正
予

算
で
対
応
し
た
い
。

　
青
年
就
農
給
付
金
に
つ
い

て
は
、
現
在
の
受
給
者
数
と

新
規
の
予
定
者
数
で
計
上
し

た
。
26
年
度
は
要
件
が
緩
和

さ
れ
る
の
で
、
新
規
の
就
農

を
増
や
し
て
い
き
た
い
。

質
問
　
中
川
原
賢
治
委
員

　
町
村
の
魅
力
発
信
事
業
委

託
料
の
事
業
内
容
は
。

答
弁

　新
井
田
企
画
振
興
課
長

　
東
京
都
中
野
区
で
実
施
さ

れ
る「
青
森
人
の
祭
典
」等
で

特
産
品
を
Ｐ
Ｒ
す
る
も
の
。

質
問
　
川
﨑
七
保
委
員

　「
青
森
人
の
祭
典
」で
五
戸

町
の
ブ
ー
ス
は
裏
通
り
に
出

店
し
て
い
る
が
、
出
店
場
所

の
確
保
の
方
法
は
。

答
弁

　藤
村
企
画
振
興
課
長

（
倉
石
地
域
振
興
公
社
担
当
）

　
場
所
は
青
森
人
の
祭
典
実
行

委
員
会
か
ら
決
め
ら
れ
て
く
る
。

質
問
　
大
沢  

博
委
員

　
サ
ッ
カ
ー
場
人
工
芝
ピ
ッ

チ
の
公
認
取
得
検
査
手
数
料
、

公
認
料
、
更
新
料
を
合
わ
せ

て
97
万
２
千
円
と
あ
る
が
、

毎
年
必
要
に
な
る
の
か
。

答
弁

　小
村
教
育
課
長

　
３
年
ご
と
に
必
要
と
な
る
。

　
公
認
を
取
る
こ
と
に
よ
っ

て
公
式
試
合
に
使
用
で
き
る
。

質
問
　
三
浦
專
治
郎
委
員

　
ひ
ば
り
野
公
園
の
遊
具
を

増
や
せ
な
い
か
と
の
要
望
が

あ
っ
た
が
。

答
弁

　小
村
教
育
課
長

　
25
年
度
に
老
朽
化
し
た
遊

具
を
撤
去
し
、
新
し
い
遊
具

を
１
基
設
置
し
た
。

　
多
く
の
種
類
を
設
置
し
た

い
が
、
安
全
管
理
や
維
持
管

理
を
考
え
て
検
討
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

質
問
　
大
沢  

博
委
員

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
購
入
費
１
６
０

万
円
は
何
台
分
か
。

答
弁

　倉
橋
総
務
課
長

　
４
台
を
購
入
し
、
蛯
川
・

越
掛
沢
・
粒
ケ
谷
地
・
手
倉

橋
の
消
防
屯
所
に
設
置
予
定
。

質
問
　
若
宮
佳
一
委
員

　
閉
校
施
設
管
理
業
務
委
託

料
の
内
容
は
。

答
弁

　小
村
教
育
課
長

　
又
重
小
学
校
跡
地
の
芝
生

の
管
理
等
を
又
重
地
区
振
興

会
に
委
託
予
定
。

　
豊
間
内
小
学
校
の
桜
の
枝

が
隣
接
地
に
伸
び
て
い
る
の

で
伐
採
予
定
。

質
問
　
若
宮
佳
一
委
員

　
閉
校
施
設
の
管
理
方
法
は
。

答
弁

　小
村
教
育
課
長

　
豊
間
内
・
蛯
川
・
南
小
学

校
は
４
月
で
電
気
・
水
道
を

止
め
る
。
日
常
の
管
理
が
で

き
な
く
な
る
の
で
施
錠
し
、

使
用
さ
せ
な
い
。

質
問
　
中
川
原
賢
治
委
員

　
小
学
校
費
と
中
学
校
費
に

電
子
黒
板
対
応
教
材
備
品
が

計
上
さ
れ
て
い
る
が
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。

答
弁

　小
村
教
育
課
長

　
小
学
校
費
は
、
パ
ソ
コ
ン

と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
つ
な

い
で
黒
板
に
移
す
プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
式
を
各
小
学
校
の
普

通
教
室
全
部
に
設
置
予
定
。

　
中
学
校
費
は
、
テ
レ
ビ
に

後
付
け
の
フ
レ
ー
ム（
タ
ッ

チ
パ
ネ
ル
ユ
ニ
ッ
ト
）を
取

付
け
、
テ
レ
ビ
を
タ
ッ
チ
パ

ネ
ル
の
よ
う
に
使
う
フ
レ
ー

ム
式
３
台
を
五
戸
中
学
校
に

設
置
予
定
。

質
問
　
若
宮
佳
一
委
員

　
角
型
二
重
食
缶
と
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。

答
弁

　小
村
教
育
課
長

　
消
費
税
増
税
後
も
給
食
費

の
値
上
げ
を
し
な
い
よ
う
に

検
討
し
た
結
果
、
ア
ル
ミ
箔

パ
ッ
ク
の
ご
飯
を
止
め
て
、

食
缶
に
ご
飯
を
入
れ
て
各
学

校
に
運
び
、
食
缶
か
ら
お
椀

に
よ
そ
っ
て
食
べ
て
も
ら
う

こ
と
と
し
た
。
そ
の
た
め
の

食
缶
の
購
入
費
で
62
個
、
大

き
さ
も
４
種
類
を
予
定
。

質
問
　
三
浦
專
治
郎
委
員

　
土
地
売
払
収
入
１
６
７
４

万
円
は
何
区
画
の
販
売
を
見

込
ん
で
い
る
の
か
。

答
弁

　山
下
建
設
課
長

　
４
区
画
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
現
在
14
区
画
が
残
っ
て
い

る
。

質
問
　
若
宮
佳
一
委
員

　
特
定
健
診
料
の
無
料
化
や

休
日
健
診
を
実
施
し
て
も
、

結
果
と
し
て
受
診
率
が
上
が

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
受

診
者
確
保
の
対
策
は
。

答
弁

　前
田
総
合
病
院
事
務
局
長

　
病
院
と
し
て
は
、
自
己
の

健
康
状
態
を
知
る
こ
と
の
大

切
さ
を
住
民
に
周
知
し
、
自

覚
を
求
め
る
指
導
・
体
制
づ

く
り
を
し
た
い
。

　
将
来
的
に
介
護
・
福
祉
・

医
療
を
ト
ー
タ
ル
で
考
え
、

病
気
の
予
防
に
つ
い
て
周
知

し
て
い
き
た
い
。

答
弁

　中
里
福
祉
保
健
課
長

　
保
健
協
力
員
や
保
健
師
が

自
治
会
等
の
集
会
に
も
積
極

的
に
参
加
し
、
特
定
健
診
の

勧
誘
を
し
た
い
。

主
な
質
疑

平成26年度当初予算を全議員が審査

住
宅
用
地
造
成
事
業
等

特
別
会
計

病
院
事
業
会
計

支
援
金
の
内
訳
は

ブ
ド
ロ
ク
牧
場
の
状
況
は

防
犯
灯
設
置
補
助
金

の
交
付
先
は

ひ
ば
り
野
公
園
遊
具

の
増
設
を

倉
石
温
泉
の
料
金

改
定
は

指
定
管
理
料
増
額

の
理
由
は

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス

事
業
を
も
っ
と
Ｐ
Ｒ

す
べ
き

農
業
経
営
基
盤

強
化
促
進
対
策
事
業
費

の
減
額
理
由
は

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
負
担
金
と
は

町
村
の
魅
力
発
信
事
業
と
は

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
購
入
台
数
は

電
子
黒
板
対
応
教
材
備
品
と
は

上
市
川
団
地
の
状
況
は

学
校
給
食
費
の

角
型
二
重
食
缶
と
は

閉
校
施
設
管
理
業
務
と
は

サ
ッ
カ
ー
場
の
公
認
と
は

特
定
健
診
の
受
診
率

向
上
の
た
め
の
対
策
は



⑦ ごのへ議会だより 第11号 ごのへ議会だより 第11号 ⑥

指定管理者の指定
管理を行わせる施設の名称 指定管理者となる団体の名称

夢の森ハイランド 株式会社倉石地域振興公社

倉石温泉
倉石ふれあい体験の郷 北都ビルシステム株式会社

五戸町農産物直売施設 ふれあい市ごのへ
ひばり野公園
五戸町屋内トレーニングセンター
　五戸ドーム
ひばり野スポーツ交流センター
倉石スポーツセンター

公益財団法人
　五戸町スポーツ振興公社

豊間内地区
　コミュニティセンター

豊間内地区コミュニティ
　センター管理運営委員会

五戸町社会福祉センター
五戸町保健福祉センター
五戸町デイサービスセンター

社会福祉法人
　五戸町社会福祉協議会

団　　　　長　  ５万２，６００円
副 団 長　  ３万９，５００円
本部付分団長　  ２万５，９００円
分 団 長　  ２万５，９００円
副 分 団 長  　　２万７００円
班　　　　長  　１万５，１００円
団　　　　員  　１万３，７００円

五戸総合病院　分娩料

診療時間内

診療時間外

深夜・休日

17万円

18万円

19万円

入院室料（１日につき）

特１床室

１ 床 室

特２床室

5,400円（助産等は5,000円）

3,240円（助産等は3,000円）

1,620円（助産等は1,500円）

平成26年４月診療分から

乳幼児

児童等

入院

通院

入院

通院

保護者負担　無

保護者負担　無

保護者負担　無

保護者負担　有

納期限から

１か月以内

１か月経過

本則

7.3％

14.6％

平成26年
１月１日から

特例基準割合1.9％
＋ 1.0％ ＝ 2.9％

特例基準割合1.9％
＋ 7.3％ ＝ 9.2％

計算期間

督促状の指
定期限の翌
日から料金
の完納の日
までの日数

本則

14.6％

平成26年
１月１日から

特例基準割合1.9％
＋ 7.3％ ＝ 9.2％

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

計
画
の
一
部
変
更
等
４
件

●
五
戸
町
・
倉
石
村
合
併
ま

ち
づ
く
り
計
画
の
一
部

変
更

・
計
画
を
６
年
間
延
長
し
、

平
成
31
年
度
ま
で
の
16
年

計
画
に
変
更
。

・
事
業
内
容
の
一
部
見
直
し
。

●
指
定
管
理
者
の
指
定

・
期
間
は
平
成
26
年
４
月
１

日
か
ら
平
成
31
年
３
月
31

日
ま
で
の
５
年
間
。

●
町
道
の
認
定

・
５
路
線
を
町
道
に
認
定
。

●
工
事
請
負
契
約
の
一
部

変
更

・
五
戸
橋
橋
梁
補
修
工
事

　
変
更
後
契
約
額（
税
込
）

　
６
３
９
９
万
６
４
５
０
円

　
　
47
万
１
４
５
０
円
増
額

全
員
賛
成
で
可
決

 

補
正
予
算
　
10
件

●
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

５
号
）

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

１
０
９
億
２
２
５
８
万
３
千
円

・
補
正
額（
減
額
）

　
　
　
９
２
１
４
万
６
千
円

主
な
増
額

・
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
予
備

送
受
信
設
備
等
整
備
工

事
費

　
　
　
　
２
６
７
８
万
円

・
除
雪
機
械
借
上
料

　
　
　
　
２
３
６
１
万
円

・
住
宅
建
設
等
工
事
費

１
５
１
２
万
円

主
な
減
額

・
児
童
措
置
費

１
１
６
３
万
円

・
青
年
就
農
給
付
金

１
１
２
５
万
円

・
事
務
組
合
負
担
金（
清

掃
・
消
防
）

４
０
３
２
万
円

・
農
業
施
設
災
害
復
旧
工

事
費

１
４
１
６
万
円

●
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

４
億
２
７
７
１
万
２
千
円

・
補
正
額（
減
額
）

17
万
円

●
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
３
号
）

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

26
億
４
０
９
５
万
円

・
補
正
額（
減
額
）

１
億
２
６
１
万
６
千
円

主
な
減
額

・
一
般
被
保
険
者
療
養
給

付
費

７
１
３
２
万
円

・
保
険
財
政
共
同
安
定
化

事
業
拠
出
金

２
２
３
３
万
円

●
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
３
号
）

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

23
億
３
６
７
０
万
９
千
円

・
補
正
額（
減
額
）

２
８
０
万
１
千
円

●
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
３
号
）

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

４
億
６
０
５
９
万
６
千
円

・
補
正
額（
減
額
）

４
７
２
万
５
千
円

●
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

１
億
４
６
８
６
万
１
千
円

・
補
正
額（
減
額
）95万

８
千
円

●
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
３
号
）

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

９
４
３
３
万
９
千
円

・
補
正
額（
減
額
）

２
４
０
万
２
千
円

●
住
宅
用
地
造
成
事
業
等
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
２

号
）

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

１
９
０
２
万
８
千
円

・
補
正
額（
減
額
）

４
９
７
万
６
千
円

●
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
３

号
）

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

２
７
１
５
万
１
千
円

・
補
正
額（
増
額
）

30
万
円

全
員
賛
成
で
可
決

他
市
町
と
の
協
議
の
件
等
２
件

●
青
森
県
新
産
業
都
市
建
設

事
業
団
に
委
託
す
べ
き
事

業
に
関
す
る
計
画
の
一
部

変
更
に
係
る
協
議

・
平
成
26
年
度
の
県
及
び
関

係
市
町
の
負
担
額
を
定
め

る
も
の
。

●
定
住
自
立
圏
の
形
成
に
関

す
る
協
定
の
変
更

・
八
戸
市
と
締
結
し
て
い
る

締
結
の
一
部
を
変
更
。

全
員
賛
成
で
可
決

小
・
中
学
生
の
入
院
医
療
費
を
無
料
化

町
長
提
出
案
件

議案等の審議 議案等の審議
　●

特
定
秘
密
保
護
法
の
撤
廃

を
求
め
る
意
見
書
採
択
の

陳
情

・
総
務
常
任
委
員
会
へ
付
託

総
務
常
任
委
員
会
の

審
査
結
果

不
採
択

全
員
反
対
で
否
決

条
例
の
一
部
改
正
　
13
件

●
五
戸
町
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

・
青
森
県
人
事
委
員
会
規
則

の
一
部
改
正
に
よ
る
通
勤

手
当
の
支
給
対
象
の
追
加
。

・
再
任
用
職
員（
行
政
職
）

の
給
与
月
額
の
変
更
。

●
五
戸
町
乳
幼
児
医
療
費
給

付
条
例
の
一
部
改
正

・
平
成
26
年
度
か
ら
小
学
校

就
学
か
ら
中
学
校
卒
業
ま

で
の
児
童
等
の
入
院
医
療

費
を
無
料
と
す
る
。

●
五
戸
町
町
税
条
例
の
一
部

改
正

●
五
戸
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正

・
２
件
は
、
地
方
税
法
等
の

一
部
改
正
に
伴
う
条
例
の

改
正
。

●
五
戸
町
後
期
高
齢
者
医
療

に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

●
五
戸
町
介
護
保
険
条
例
の

一
部
改
正

●
五
戸
町
都
市
計
画
下
水
道

受
益
者
負
担
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

・
３
件
は
、
保
険
料
及
び
受

益
者
負
担
の
延
滞
金
の
割

合
を
改
正
。

●
五
戸
町
簡
易
水
道
事
業
等

給
水
条
例
の
一
部
改
正

●
五
戸
町
農
業
集
落
排
水
処

理
施
設
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

●
五
戸
町
下
水
道
条
例
の
一

部
改
正

・
３
件
は
、
使
用
料
延
滞
金

の
割
合
を
改
正
。

●
五
戸
町
病
院
事
業
の
設
置

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

・
特
１
床
室
の
料
金
を
２
千

円
値
下
げ
。

・
分
娩
料
を
４
万
円
値
上
げ

し
、
八
戸
医
師
会
で
定
め

て
い
る
料
金
と
同
額
と
す

る
。

●
五
戸
町
消
防
団
員
の
定
数
、

任
免
、
服
務
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

・
消
防
団
の
年
報
酬
を
改
定
。

三
戸
郡
内
で
統
一
。

●
五
戸
町
消
防
団
の
設
置
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

・
消
防
組
織
法
の
一
部
改
正

に
伴
う
条
例
の
改
正
。

全
員
賛
成
で
可
決 

陳
情
　
１
件

特
例
基
準
割
合
と
は

　
各
年
の
租
税
特
別
措

置
法
の
規
定
に
よ
り
財

務
大
臣
が
告
示
す
る
割

合（
現
行
０
・
９
％
）に

１
％
を
加
算
し
た
額
。

除
雪
対
策
費
を
大
幅
増
額

消
防
団
の
年
報
酬
を

　
　
　
　
　
　

  

増
額



⑦ ごのへ議会だより 第11号 ごのへ議会だより 第11号 ⑥

指定管理者の指定
管理を行わせる施設の名称 指定管理者となる団体の名称

夢の森ハイランド 株式会社倉石地域振興公社

倉石温泉
倉石ふれあい体験の郷 北都ビルシステム株式会社

五戸町農産物直売施設 ふれあい市ごのへ
ひばり野公園
五戸町屋内トレーニングセンター
　五戸ドーム
ひばり野スポーツ交流センター
倉石スポーツセンター

公益財団法人
　五戸町スポーツ振興公社

豊間内地区
　コミュニティセンター

豊間内地区コミュニティ
　センター管理運営委員会

五戸町社会福祉センター
五戸町保健福祉センター
五戸町デイサービスセンター

社会福祉法人
　五戸町社会福祉協議会

団　　　　長　  ５万２，６００円
副 団 長　  ３万９，５００円
本部付分団長　  ２万５，９００円
分 団 長　  ２万５，９００円
副 分 団 長  　　２万７００円
班　　　　長  　１万５，１００円
団　　　　員  　１万３，７００円

五戸総合病院　分娩料

診療時間内

診療時間外

深夜・休日

17万円

18万円

19万円

入院室料（１日につき）

特１床室

１ 床 室

特２床室

5,400円（助産等は5,000円）

3,240円（助産等は3,000円）

1,620円（助産等は1,500円）

平成26年４月診療分から

乳幼児

児童等

入院

通院

入院

通院

保護者負担　無

保護者負担　無

保護者負担　無

保護者負担　有

納期限から

１か月以内

１か月経過

本則

7.3％

14.6％

平成26年
１月１日から

特例基準割合1.9％
＋ 1.0％ ＝ 2.9％

特例基準割合1.9％
＋ 7.3％ ＝ 9.2％

計算期間

督促状の指
定期限の翌
日から料金
の完納の日
までの日数

本則

14.6％

平成26年
１月１日から

特例基準割合1.9％
＋ 7.3％ ＝ 9.2％

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

計
画
の
一
部
変
更
等
４
件

●
五
戸
町
・
倉
石
村
合
併
ま

ち
づ
く
り
計
画
の
一
部

変
更

・
計
画
を
６
年
間
延
長
し
、

平
成
31
年
度
ま
で
の
16
年

計
画
に
変
更
。

・
事
業
内
容
の
一
部
見
直
し
。

●
指
定
管
理
者
の
指
定

・
期
間
は
平
成
26
年
４
月
１

日
か
ら
平
成
31
年
３
月
31

日
ま
で
の
５
年
間
。

●
町
道
の
認
定

・
５
路
線
を
町
道
に
認
定
。

●
工
事
請
負
契
約
の
一
部

変
更

・
五
戸
橋
橋
梁
補
修
工
事

　
変
更
後
契
約
額（
税
込
）

　
６
３
９
９
万
６
４
５
０
円

　
　
47
万
１
４
５
０
円
増
額

全
員
賛
成
で
可
決

 

補
正
予
算
　
10
件

●
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

５
号
）

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

１
０
９
億
２
２
５
８
万
３
千
円

・
補
正
額（
減
額
）

　
　
　
９
２
１
４
万
６
千
円

主
な
増
額

・
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
予
備

送
受
信
設
備
等
整
備
工

事
費

　
　
　
　
２
６
７
８
万
円

・
除
雪
機
械
借
上
料

　
　
　
　
２
３
６
１
万
円

・
住
宅
建
設
等
工
事
費

１
５
１
２
万
円

主
な
減
額

・
児
童
措
置
費

１
１
６
３
万
円

・
青
年
就
農
給
付
金

１
１
２
５
万
円

・
事
務
組
合
負
担
金（
清

掃
・
消
防
）

４
０
３
２
万
円

・
農
業
施
設
災
害
復
旧
工

事
費

１
４
１
６
万
円

●
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

４
億
２
７
７
１
万
２
千
円

・
補
正
額（
減
額
）

17
万
円

●
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
３
号
）

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

26
億
４
０
９
５
万
円

・
補
正
額（
減
額
）

１
億
２
６
１
万
６
千
円

主
な
減
額

・
一
般
被
保
険
者
療
養
給

付
費

７
１
３
２
万
円

・
保
険
財
政
共
同
安
定
化

事
業
拠
出
金

２
２
３
３
万
円

●
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
３
号
）

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

23
億
３
６
７
０
万
９
千
円

・
補
正
額（
減
額
）

２
８
０
万
１
千
円

●
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
３
号
）

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

４
億
６
０
５
９
万
６
千
円

・
補
正
額（
減
額
）

４
７
２
万
５
千
円

●
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

１
億
４
６
８
６
万
１
千
円

・
補
正
額（
減
額
）95万

８
千
円

●
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
３
号
）

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

９
４
３
３
万
９
千
円

・
補
正
額（
減
額
）

２
４
０
万
２
千
円

●
住
宅
用
地
造
成
事
業
等
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
２

号
）

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

１
９
０
２
万
８
千
円

・
補
正
額（
減
額
）

４
９
７
万
６
千
円

●
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
３

号
）

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

２
７
１
５
万
１
千
円

・
補
正
額（
増
額
）

30
万
円

全
員
賛
成
で
可
決

他
市
町
と
の
協
議
の
件
等
２
件

●
青
森
県
新
産
業
都
市
建
設

事
業
団
に
委
託
す
べ
き
事

業
に
関
す
る
計
画
の
一
部

変
更
に
係
る
協
議

・
平
成
26
年
度
の
県
及
び
関

係
市
町
の
負
担
額
を
定
め

る
も
の
。

●
定
住
自
立
圏
の
形
成
に
関

す
る
協
定
の
変
更

・
八
戸
市
と
締
結
し
て
い
る

締
結
の
一
部
を
変
更
。

全
員
賛
成
で
可
決

小
・
中
学
生
の
入
院
医
療
費
を
無
料
化

町
長
提
出
案
件

議案等の審議 議案等の審議
　●

特
定
秘
密
保
護
法
の
撤
廃

を
求
め
る
意
見
書
採
択
の

陳
情

・
総
務
常
任
委
員
会
へ
付
託

総
務
常
任
委
員
会
の

審
査
結
果

不
採
択

全
員
反
対
で
否
決

条
例
の
一
部
改
正
　
13
件

●
五
戸
町
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

・
青
森
県
人
事
委
員
会
規
則

の
一
部
改
正
に
よ
る
通
勤

手
当
の
支
給
対
象
の
追
加
。

・
再
任
用
職
員（
行
政
職
）

の
給
与
月
額
の
変
更
。

●
五
戸
町
乳
幼
児
医
療
費
給

付
条
例
の
一
部
改
正

・
平
成
26
年
度
か
ら
小
学
校

就
学
か
ら
中
学
校
卒
業
ま

で
の
児
童
等
の
入
院
医
療

費
を
無
料
と
す
る
。

●
五
戸
町
町
税
条
例
の
一
部

改
正

●
五
戸
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正

・
２
件
は
、
地
方
税
法
等
の

一
部
改
正
に
伴
う
条
例
の

改
正
。

●
五
戸
町
後
期
高
齢
者
医
療

に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

●
五
戸
町
介
護
保
険
条
例
の

一
部
改
正

●
五
戸
町
都
市
計
画
下
水
道

受
益
者
負
担
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

・
３
件
は
、
保
険
料
及
び
受

益
者
負
担
の
延
滞
金
の
割

合
を
改
正
。

●
五
戸
町
簡
易
水
道
事
業
等

給
水
条
例
の
一
部
改
正

●
五
戸
町
農
業
集
落
排
水
処

理
施
設
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

●
五
戸
町
下
水
道
条
例
の
一

部
改
正

・
３
件
は
、
使
用
料
延
滞
金

の
割
合
を
改
正
。

●
五
戸
町
病
院
事
業
の
設
置

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

・
特
１
床
室
の
料
金
を
２
千

円
値
下
げ
。

・
分
娩
料
を
４
万
円
値
上
げ

し
、
八
戸
医
師
会
で
定
め

て
い
る
料
金
と
同
額
と
す

る
。

●
五
戸
町
消
防
団
員
の
定
数
、

任
免
、
服
務
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

・
消
防
団
の
年
報
酬
を
改
定
。

三
戸
郡
内
で
統
一
。

●
五
戸
町
消
防
団
の
設
置
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

・
消
防
組
織
法
の
一
部
改
正

に
伴
う
条
例
の
改
正
。

全
員
賛
成
で
可
決 

陳
情
　
１
件

特
例
基
準
割
合
と
は

　
各
年
の
租
税
特
別
措

置
法
の
規
定
に
よ
り
財

務
大
臣
が
告
示
す
る
割

合（
現
行
０
・
９
％
）に

１
％
を
加
算
し
た
額
。

除
雪
対
策
費
を
大
幅
増
額

消
防
団
の
年
報
酬
を

　
　
　
　
　
　

  

増
額
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消
防
団
員
の
現
状
と
団
員

報
酬
は
。

三
浦
町
長
答
弁

　
高
齢
化
と
と
も
に
年
々
減

少
し
て
い
る
。
入
団
希
望
者

が
さ
ら
に
減
少
し
て
い
る
傾

向
に
あ
り
、
団
員
数
は
条
例

定
数
５
７
０
人
に
対
し
５
０

６
人
で
64
人
不
足
し
て
い

る
。

　
平
均
年
齢
41
歳
11
か
月
。

被
雇
用
者（
会
社
員
）率
は

80
・
63
％
。

　
団
員
報
酬（
年
額
）は
、

県
平
均
ま
で
引
き
上
げ
る
改

正
案
を
今
定
例
会
に
提
案
。

　
国
及
び
県
の
団
員
１
人
当

た
り
の
年
額
報
酬
算
定
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
五
戸
町
は
ど
う
か
。

　
平
成
24
年
度
の
国
が
基
準

と
し
て
算
定
し
て
い
る
人
口

10
万
人
規
模
の
消
防
費
は
11

億
３
１
３
２
万
円
で
、
五
戸

町
に
置
き
換
え
る
と
交
付
税

額
は
３
億
８
９
２
万
円
と
な

る
。
そ
の
上
で
、
国
が
基
準

と
し
て
算
定
し
て
い
る
団
員

報
酬
、
出
動
手
当
は
４
４
３

６
万
円
で
あ
り
、
五
戸
町
に

置
き
換
え
る
と
１
２
１
１
万

円
と
な
る
が
、
五
戸
町
の
平

成
24
年
度
の
決
算
で
は
２
３

０
６
万
円
で
約
１
０
０
０
万

円
を
一
般
財
源
か
ら
充
当
し

て
い
る
。

　
平
成
24
年
度
の
五
戸
町
へ

の
消
防
費
交
付
税
額
は
３
億

８
９
２
万
円
で
、
決
算
額
は

３
億
３
１
１
３
万
円
と
な
っ

て
い
る
。

 

　
消
防
団
員
の
処
遇
改
善
を

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
厚
生
福
利
の
面
に
お
い
て
、

日
本
消
防
協
会
、
青
森
県
消

防
協
会
、
青
森
県
市
町
村
総

合
事
務
組
合
の
弔
慰
金
、
災

害
補
償
、
退
職
報
奨
金
制
度

等
へ
の
加
入
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。

　
ま
た
、
団
員
報
酬
の
改
定

に
つ
い
て
は
、
一
般
団
員
の

報
酬
額
を
も
っ
と
高
く
す
べ

き
と
の
意
見
も
あ
り
、
今
後
、

三
戸
郡
町
村
会
の
会
議
に
お

い
て
当
町
が
積
極
的
に
意
見

を
発
し
て
い
く
こ
と
で
御
理

解
願
い
た
い
。

①
公
共
下
水
道
の
現
状
は
。

②
下
水
処
理
施
設
整
備
計
画

は
。

①
平
成
24
年
度
末
ま
で
の
計

画
全
体
面
積
に
占
め
る
整

備
面
積
比
率
は
32
・
６
％
。

②
人
口
減
少
や
高
齢
化
等
の

社
会
情
勢
の
変
化
を
反
映

し
、
平
成
23
年
に
青
森
県

汚
水
処
理
施
設
整
備
構
想

が
見
直
さ
れ
た
。
五
戸
町

は
以
前
の
構
想
と
同
じ
に
、

既
に
整
備
が
完
了
し
て
い

る
倉
石
４
地
区
と
浅
水
地

区
が
農
業
集
落
排
水
事
業

の
予
定
区
域
と
な
っ
て
い

る
。

　
　
町
で
は
、
第
２
期
計
画

が
平
成
26
年
度
で
終
了
す

る
こ
と
か
ら
、
次
期
計
画

も
引
き
続
き
、
認
可
地
域

で
は
、
公
共
下
水
道
を
整

備
す
る
。
認
可
区
域
以
外

の
地
区
は
、
合
併
処
理
浄

化
槽
の
設
置
に
よ
り
生
活

排
水
対
策
を
行
っ
て
い
き

た
い
。

　
市
町
村
設
置
型
の
合
併
処

理
浄
化
槽
設
置
事
業
を
進
め

る
べ
き
で
は
。

山
下
建
設
課
長
答
弁

　
国
等
の
補
助
を
受
け
る
に

は
年
間
20
戸
以
上
の
設
置
が

義
務
付
け
ら
れ
る
た
め
、
実

施
で
き
る
地
域
が
あ
れ
ば
検

討
す
る
。
小
規
模
の
集
合
処

理
施
設
事
業
も
あ
り
、
そ
れ

ら
も
比
較
し
な
が
ら
今
後
検

討
し
て
い
く
。

　　
有
限
会
社
ノ
ー
ス
ラ
ン
ド

の
採
卵
養
鶏
場
の
経
過
と
地

域
住
民
の
意
見
の
集
約
を
ど

の
よ
う
に
進
め
る
考
え
か
。

　
平
成
25
年
２
月
12
日
付
で

五
戸
町
上
市
川
大
字
大
タ
ル

ミ
及
び
越
口
地
域
に
約
50
万

羽
の
採
卵
養
鶏
場
を
計
画
し

て
お
り
、
誘
致
事
業
認
可
に

対
す
る
協
力
依
頼
が
あ
っ
た
。

　
町
で
は
平
成
25
年
２
月
28

日
付
で
関
係
団
体
・
自
治
会

等
の
理
解
を
得
る
こ
と
等
の

条
件
を
ク
リ
ア
で
き
れ
ば
、

誘
致
企
業
の
資
格
要
件
を
満

た
す
も
の
と
回
答
し
た
。

　
平
成
25
年
３
月
14
日
、
議

員
全
員
協
議
会
を
開
催
し
、

計
画
の
概
要
説
明
を
実
施
。

　
平
成
25
年
４
月
25
日
を
皮

切
り
に
、
こ
れ
ま
で
説
明
会

を
延
べ
７
回
、
既
設
農
場
の

見
学
会
を
２
回
実
施
。

　
平
成
25
年
７
月
３
日
、
議

員
と
私
ど
も
町
幹
部
も
階
上

町
に
あ
る
既
設
農
場
の
視
察

を
実
施
。

　
平
成
25
年
12
月
６
日
、
社

長
が
来
庁
し
、
青
森
県
環
境

影
響
評
価
条
例
に
基
づ
く
第

２
種
事
業
の
判
定
を
受
け
た

こ
と
、
事
業
着
手
を
平
成
26

年
度
か
ら
と
し
て
今
後
も
地

元
住
民
の
理
解
を
得
る
た
め

の
努
力
を
す
る
旨
の
正
式
な

報
告
を
受
け
た
。

　
会
社
に
は
誠
意
あ
る
対
応

を
お
願
い
す
る
。

　
計
画
地
域
の
住
環
境
へ
の

悪
影
響
は
確
実
で
、
そ
の
影

響
は
広
範
囲
で
あ
る
。

　
農
作
物
等
へ
の
心
配
を
す

る
声
も
あ
り
、
地
元
の
反
対

意
見
に
対
し
て
の
町
長
の
考

え
は
。

三
浦
町
長
答
弁

　
こ
の
問
題
は
悪
臭
に
尽
き

る
も
の
と
考
え
る
。
既
設
農

場
で
は
１
０
０
ｍ
位
の
距
離

に
住
宅
も
あ
る
が
、
ほ
と
ん

ど
苦
情
は
な
い
と
聞
い
て
い

る
。

　
養
鶏
場
が
県
か
ら
認
可
さ

れ
た
場
合
、
町
と
会
社
で
公

害
防
止
協
定
を
結
ぶ
こ
と
に

な
る
が
、
悪
臭
に
関
し
て
一

般
的
な
協
定
よ
り
基
準
値
を

厳
し
く
設
定
し
た
い
。

質
問

　
浅
水
地
区
・
扇
田
地
区
の

地
域
住
民
か
ら
、
最
終
処
分

場
が
で
き
る
こ
と
に
よ
り
、

生
活
用
水
・
農
業
用
水
な
ど

の
生
活
環
境
や
農
作
物
に
悪

影
響
が
出
る
の
で
は
な
い
か

と
心
配
す
る
意
見
が
あ
る
。

三
浦
町
長
答
弁

　
こ
の
事
業
計
画
は
、
事
務

手
続
の
申
請
か
ら
最
終
判
断

ま
で
県
が
決
定
す
る
も
の
で

あ
り
、
町
は
中
立
の
立
場
で

あ
る
。

　
町
で
は
会
社
か
ら
の
各
種

法
令
に
基
づ
く
県
申
請
書
等

の
副
申（
参
考
意
見
を
述
べ

る
こ
と
）を
行
っ
て
い
る
が
、

申
請
先
は
県
で
あ
る
。
情
報

提
供
は
随
時
受
け
て
お
り
、

技
術
的
・
専
門
的
な
事
項
以

外
は
大
方
把
握
し
て
い
る
。

　
各
種
関
係
法
令
が
遵
守
さ

れ
て
い
れ
ば
行
政
と
し
て
建

設
の
是
非
に
つ
い
て
述
べ
る

こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、
町

が
で
き
る
こ
と
は
会
社
へ
の

各
種
法
令
の
対
応
、
申
請
等

に
関
す
る
書
類
整
備
に
つ
い

て
の
確
認
や
地
域
住
民
と
会

社
と
の
仲
介
役
を
務
め
る
こ

と
に
な
る
。

新
井
田
企
画
振
興
課
長

　
今
後
、
会
社
で
は
広
範
囲

に
住
民
説
明
会
を
開
催
し
た

い
と
聞
い
て
お
り
、
説
明
会

に
お
い
て
会
社
か
ら
対
策
等

の
詳
細
な
説
明
が
あ
る
か
と

思
う
。

沢田　良一 議員三浦專治郎 議員

階上町にある同社の採卵養鶏場

じ
ゅ
ん
し
ゅ

ふ
く
し
ん

一般質問 一般質問

質

　問

質

　問

三
浦
町
長
答
弁

三
浦
町
長
答
弁

三
浦
町
長
答
弁

三
浦
町
長
答
弁

三
浦
町
長
答
弁

三
浦
町
長
答
弁

三
浦
町
長
答
弁

山
下
建
設
課
長
答
弁

質

　問

質

　問

質

　問

質

　問

質

　問

質

　問

新
井
田
企
画
振
興
課
長
答
弁

五戸地区消防連絡協議会 観閲式

地元の反対意見が多い採卵養鶏場計画を
　　　　　　　　　　　　　　　どのように進めるのか

　町長　地元住民の理解が大事であり、
　　　　　　　　会社に対し誠意ある対応をお願いする

消防団員の処遇改善をすべき

　町長　団員報酬を県平均まで引き上げる

産
業
廃
棄
物
管
理
型
最
終
処
分
場
を

　
　町
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か

　町
長

　地
域
住
民
、
関
係
団
体
と

　
　
　
　
　
　会
社
と
の
仲
介
役
と
な
る

下
水
道
よ
り
市
町
村
設
置
型
の

　
　
　
　
　合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
を

　町
長

　今
後
積
極
的
に
進
め
て
い
く

　
　
　
　
　
　
　
　必
要
が
あ
る
と
思
う

役職名
団 長
副 団 長
本部付分団長
分 団 長
副 分 団 長
班 長
団 員

現　行
45,800円
34,100円
22,400円
22,400円
17,800円
14,100円
12,900円

改正後
52,600円
39,500円
25,900円
25,900円
20,700円
15,100円
13,700円

増加額
6,800円
5,400円
3,500円
3,500円
2,900円
1,000円
800円
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消
防
団
員
の
現
状
と
団
員

報
酬
は
。

三
浦
町
長
答
弁

　
高
齢
化
と
と
も
に
年
々
減

少
し
て
い
る
。
入
団
希
望
者

が
さ
ら
に
減
少
し
て
い
る
傾

向
に
あ
り
、
団
員
数
は
条
例

定
数
５
７
０
人
に
対
し
５
０

６
人
で
64
人
不
足
し
て
い

る
。

　
平
均
年
齢
41
歳
11
か
月
。

被
雇
用
者（
会
社
員
）率
は

80
・
63
％
。

　
団
員
報
酬（
年
額
）は
、

県
平
均
ま
で
引
き
上
げ
る
改

正
案
を
今
定
例
会
に
提
案
。

　
国
及
び
県
の
団
員
１
人
当

た
り
の
年
額
報
酬
算
定
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
五
戸
町
は
ど
う
か
。

　
平
成
24
年
度
の
国
が
基
準

と
し
て
算
定
し
て
い
る
人
口

10
万
人
規
模
の
消
防
費
は
11

億
３
１
３
２
万
円
で
、
五
戸

町
に
置
き
換
え
る
と
交
付
税

額
は
３
億
８
９
２
万
円
と
な

る
。
そ
の
上
で
、
国
が
基
準

と
し
て
算
定
し
て
い
る
団
員

報
酬
、
出
動
手
当
は
４
４
３

６
万
円
で
あ
り
、
五
戸
町
に

置
き
換
え
る
と
１
２
１
１
万

円
と
な
る
が
、
五
戸
町
の
平

成
24
年
度
の
決
算
で
は
２
３

０
６
万
円
で
約
１
０
０
０
万

円
を
一
般
財
源
か
ら
充
当
し

て
い
る
。

　
平
成
24
年
度
の
五
戸
町
へ

の
消
防
費
交
付
税
額
は
３
億

８
９
２
万
円
で
、
決
算
額
は

３
億
３
１
１
３
万
円
と
な
っ

て
い
る
。

 

　
消
防
団
員
の
処
遇
改
善
を

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
厚
生
福
利
の
面
に
お
い
て
、

日
本
消
防
協
会
、
青
森
県
消

防
協
会
、
青
森
県
市
町
村
総

合
事
務
組
合
の
弔
慰
金
、
災

害
補
償
、
退
職
報
奨
金
制
度

等
へ
の
加
入
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。

　
ま
た
、
団
員
報
酬
の
改
定

に
つ
い
て
は
、
一
般
団
員
の

報
酬
額
を
も
っ
と
高
く
す
べ

き
と
の
意
見
も
あ
り
、
今
後
、

三
戸
郡
町
村
会
の
会
議
に
お

い
て
当
町
が
積
極
的
に
意
見

を
発
し
て
い
く
こ
と
で
御
理

解
願
い
た
い
。

①
公
共
下
水
道
の
現
状
は
。

②
下
水
処
理
施
設
整
備
計
画

は
。

①
平
成
24
年
度
末
ま
で
の
計

画
全
体
面
積
に
占
め
る
整

備
面
積
比
率
は
32
・
６
％
。

②
人
口
減
少
や
高
齢
化
等
の

社
会
情
勢
の
変
化
を
反
映

し
、
平
成
23
年
に
青
森
県

汚
水
処
理
施
設
整
備
構
想

が
見
直
さ
れ
た
。
五
戸
町

は
以
前
の
構
想
と
同
じ
に
、

既
に
整
備
が
完
了
し
て
い

る
倉
石
４
地
区
と
浅
水
地

区
が
農
業
集
落
排
水
事
業

の
予
定
区
域
と
な
っ
て
い

る
。

　
　
町
で
は
、
第
２
期
計
画

が
平
成
26
年
度
で
終
了
す

る
こ
と
か
ら
、
次
期
計
画

も
引
き
続
き
、
認
可
地
域

で
は
、
公
共
下
水
道
を
整

備
す
る
。
認
可
区
域
以
外

の
地
区
は
、
合
併
処
理
浄

化
槽
の
設
置
に
よ
り
生
活

排
水
対
策
を
行
っ
て
い
き

た
い
。

　
市
町
村
設
置
型
の
合
併
処

理
浄
化
槽
設
置
事
業
を
進
め

る
べ
き
で
は
。

山
下
建
設
課
長
答
弁

　
国
等
の
補
助
を
受
け
る
に

は
年
間
20
戸
以
上
の
設
置
が

義
務
付
け
ら
れ
る
た
め
、
実

施
で
き
る
地
域
が
あ
れ
ば
検

討
す
る
。
小
規
模
の
集
合
処

理
施
設
事
業
も
あ
り
、
そ
れ

ら
も
比
較
し
な
が
ら
今
後
検

討
し
て
い
く
。

　　
有
限
会
社
ノ
ー
ス
ラ
ン
ド

の
採
卵
養
鶏
場
の
経
過
と
地

域
住
民
の
意
見
の
集
約
を
ど

の
よ
う
に
進
め
る
考
え
か
。

　
平
成
25
年
２
月
12
日
付
で

五
戸
町
上
市
川
大
字
大
タ
ル

ミ
及
び
越
口
地
域
に
約
50
万

羽
の
採
卵
養
鶏
場
を
計
画
し

て
お
り
、
誘
致
事
業
認
可
に

対
す
る
協
力
依
頼
が
あ
っ
た
。

　
町
で
は
平
成
25
年
２
月
28

日
付
で
関
係
団
体
・
自
治
会

等
の
理
解
を
得
る
こ
と
等
の

条
件
を
ク
リ
ア
で
き
れ
ば
、

誘
致
企
業
の
資
格
要
件
を
満

た
す
も
の
と
回
答
し
た
。

　
平
成
25
年
３
月
14
日
、
議

員
全
員
協
議
会
を
開
催
し
、

計
画
の
概
要
説
明
を
実
施
。

　
平
成
25
年
４
月
25
日
を
皮

切
り
に
、
こ
れ
ま
で
説
明
会

を
延
べ
７
回
、
既
設
農
場
の

見
学
会
を
２
回
実
施
。

　
平
成
25
年
７
月
３
日
、
議

員
と
私
ど
も
町
幹
部
も
階
上

町
に
あ
る
既
設
農
場
の
視
察

を
実
施
。

　
平
成
25
年
12
月
６
日
、
社

長
が
来
庁
し
、
青
森
県
環
境

影
響
評
価
条
例
に
基
づ
く
第

２
種
事
業
の
判
定
を
受
け
た

こ
と
、
事
業
着
手
を
平
成
26

年
度
か
ら
と
し
て
今
後
も
地

元
住
民
の
理
解
を
得
る
た
め

の
努
力
を
す
る
旨
の
正
式
な

報
告
を
受
け
た
。

　
会
社
に
は
誠
意
あ
る
対
応

を
お
願
い
す
る
。

　
計
画
地
域
の
住
環
境
へ
の

悪
影
響
は
確
実
で
、
そ
の
影

響
は
広
範
囲
で
あ
る
。

　
農
作
物
等
へ
の
心
配
を
す

る
声
も
あ
り
、
地
元
の
反
対

意
見
に
対
し
て
の
町
長
の
考

え
は
。

三
浦
町
長
答
弁

　
こ
の
問
題
は
悪
臭
に
尽
き

る
も
の
と
考
え
る
。
既
設
農

場
で
は
１
０
０
ｍ
位
の
距
離

に
住
宅
も
あ
る
が
、
ほ
と
ん

ど
苦
情
は
な
い
と
聞
い
て
い

る
。

　
養
鶏
場
が
県
か
ら
認
可
さ

れ
た
場
合
、
町
と
会
社
で
公

害
防
止
協
定
を
結
ぶ
こ
と
に

な
る
が
、
悪
臭
に
関
し
て
一

般
的
な
協
定
よ
り
基
準
値
を

厳
し
く
設
定
し
た
い
。

質
問

　
浅
水
地
区
・
扇
田
地
区
の

地
域
住
民
か
ら
、
最
終
処
分

場
が
で
き
る
こ
と
に
よ
り
、

生
活
用
水
・
農
業
用
水
な
ど

の
生
活
環
境
や
農
作
物
に
悪

影
響
が
出
る
の
で
は
な
い
か

と
心
配
す
る
意
見
が
あ
る
。

三
浦
町
長
答
弁

　
こ
の
事
業
計
画
は
、
事
務

手
続
の
申
請
か
ら
最
終
判
断

ま
で
県
が
決
定
す
る
も
の
で

あ
り
、
町
は
中
立
の
立
場
で

あ
る
。

　
町
で
は
会
社
か
ら
の
各
種

法
令
に
基
づ
く
県
申
請
書
等

の
副
申（
参
考
意
見
を
述
べ

る
こ
と
）を
行
っ
て
い
る
が
、

申
請
先
は
県
で
あ
る
。
情
報

提
供
は
随
時
受
け
て
お
り
、

技
術
的
・
専
門
的
な
事
項
以

外
は
大
方
把
握
し
て
い
る
。

　
各
種
関
係
法
令
が
遵
守
さ

れ
て
い
れ
ば
行
政
と
し
て
建

設
の
是
非
に
つ
い
て
述
べ
る

こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、
町

が
で
き
る
こ
と
は
会
社
へ
の

各
種
法
令
の
対
応
、
申
請
等

に
関
す
る
書
類
整
備
に
つ
い

て
の
確
認
や
地
域
住
民
と
会

社
と
の
仲
介
役
を
務
め
る
こ

と
に
な
る
。

新
井
田
企
画
振
興
課
長

　
今
後
、
会
社
で
は
広
範
囲

に
住
民
説
明
会
を
開
催
し
た

い
と
聞
い
て
お
り
、
説
明
会

に
お
い
て
会
社
か
ら
対
策
等

の
詳
細
な
説
明
が
あ
る
か
と

思
う
。

沢田　良一 議員三浦專治郎 議員

階上町にある同社の採卵養鶏場

じ
ゅ
ん
し
ゅ

ふ
く
し
ん

一般質問 一般質問

質

　問

質

　問

三
浦
町
長
答
弁

三
浦
町
長
答
弁

三
浦
町
長
答
弁

三
浦
町
長
答
弁

三
浦
町
長
答
弁

三
浦
町
長
答
弁

三
浦
町
長
答
弁

山
下
建
設
課
長
答
弁

質

　問

質

　問

質

　問

質

　問

質

　問

質

　問

新
井
田
企
画
振
興
課
長
答
弁

五戸地区消防連絡協議会 観閲式

地元の反対意見が多い採卵養鶏場計画を
　　　　　　　　　　　　　　　どのように進めるのか

　町長　地元住民の理解が大事であり、
　　　　　　　　会社に対し誠意ある対応をお願いする

消防団員の処遇改善をすべき

　町長　団員報酬を県平均まで引き上げる

産
業
廃
棄
物
管
理
型
最
終
処
分
場
を

　
　町
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か

　町
長

　地
域
住
民
、
関
係
団
体
と

　
　
　
　
　
　会
社
と
の
仲
介
役
と
な
る

下
水
道
よ
り
市
町
村
設
置
型
の

　
　
　
　
　合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
を

　町
長

　今
後
積
極
的
に
進
め
て
い
く

　
　
　
　
　
　
　
　必
要
が
あ
る
と
思
う

役職名
団 長
副 団 長
本部付分団長
分 団 長
副 分 団 長
班 長
団 員

現　行
45,800円
34,100円
22,400円
22,400円
17,800円
14,100円
12,900円

改正後
52,600円
39,500円
25,900円
25,900円
20,700円
15,100円
13,700円

増加額
6,800円
5,400円
3,500円
3,500円
2,900円
1,000円
800円



⑪ ごのへ議会だより 第11号 ごのへ議会だより 第11号 ⑩

　
２
月
15
日
か
ら
16
日
に
か

け
て
、
大
雪
に
見
舞
わ
れ
、

家
か
ら
一
歩
も
出
ら
れ
な
か

っ
た
人
、
仕
事
を
休
ま
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
人
が
い
た
な

ど
聞
い
て
い
る
。

　
町
民
か
ら
様
々
な
苦
情
が

多
々
あ
っ
た
と
思
う
が
、
町

当
局
は
ど
の
よ
う
に
考
え
、

ど
の
よ
う
な
対
策
を
し
た
の

か
。

三
浦
町
長
答
弁

　
全
委
託
業
者
と
と
も
に
、

15
日
午
後
10
時
か
ら
除
雪
作

業
を
開
始
し
た
。
今
回
は
大

量
の
積
雪
と
重
い
雪
質
の
た

め
作
業
が
は
か
ど
ら
ず
、
ま

た
道
幅
が
狭
く
通
常
の
除
雪

機
が
入
れ
な
い
路
線
が
あ
っ

た
こ
と
な
ど
か
ら
、
除
雪
路

線
を
一
通
り
除
雪
す
る
に
は

17
日
ま
で
か
か
っ
た
。

　
し
か
し
、
十
分
な
道
幅
が

確
保
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
そ
の
後
も
多
く
の
苦
情

が
寄
せ
ら
れ
、
担
当
課
は
２

月
末
ま
で
そ
の
対
応
に
追
わ

れ
た
。

　
町
の
除
雪
は
、
道
路
除
雪

機
41
台
、
歩
道
除
雪
機
７
台
、

融
雪
剤
散
布
車
２
台
で
、
直

営
、
委
託
合
わ
せ
て
50
台
で

実
施
し
て
い
る
が
、
建
設
業

者
の
保
有
台
数
が
減
少
傾
向

に
あ
り
、
運
転
者
の
確
保
も

難
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
機
械
装
備
の
増
強

は
困
難
な
状
況
に
あ
る
。

　
今
後
の
対
策
と
し
て
、
住

宅
密
集
地
な
ど
の
道
幅
の
狭

い
路
線
に
お
い
て
、
地
元
自

治
会
等
の
協
力
を
得
な
が
ら

除
雪
作
業
の
た
め
の
雪
置
き

場
の
設
置
等
を
検
討
す
る
。

　
ま
た
、
町
民
の
除
雪
に
関

す
る
理
解
を
深
め
、
除
雪
マ

ナ
ー
の
向
上
を
図
る
た
め
の

情
報
提
供
に
つ
い
て
も
充
実

さ
せ
る
。

　
除
雪
機
械
に
１
人
し
か
乗

っ
て
い
な
い
こ
と
が
道
路
の

幅
を
出
せ
な
い
理
由
だ
と
思

う
が
。

　
機
械
に
よ
っ
て
は
今
回
の

よ
う
な
大
雪
に
は
対
応
で
き

な
い
機
種
も
あ
る
。

　
狭
い
路
線
は
雪
置
き
場
の

確
保
に
よ
っ
て
除
雪
作
業
の

効
率
化
を
図
っ
て
い
く
。

　
五
戸
橋
の
補
強
工
事
終
了

後
、
橋
の
周
り
の
残
骸
、
鉄

筋
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
破
片
等
は

ど
の
程
度
片
付
け
る
の
か
。

　
工
事
に
よ
り
発
生
し
た
残

骸
や
仮
工
事
等
で
利
用
し
た

箇
所
に
つ
い
て
は
、
工
事
請

負
業
者
が
責
任
を
持
っ
て
処

理
し
、
原
形
に
復
旧
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

　
工
事
等
に
よ
る
残
骸
等
を

残
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
発

注
者
側
と
し
て
現
場
の
状
況

を
把
握
し
て
監
督
し
て
い
く
。

　
24
年
度
に
１
カ
所
、
25
年

度
に
１
カ
所
の
特
養
施
設
、

26
年
度
に
１
カ
所
の
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
が
完
成
す
る
と
、

入
居
待
機
者
は
か
な
り
減
る

と
は
思
わ
れ
る
が
、
入
居
し

た
後
で
も
約
60
人
の
入
居
待

ち
登
録
者
が
い
る
と
聞
い
て

い
る
。

　
こ
れ
か
ら
の
高
齢
者
の
増

加
を
考
え
る
と
、
入
居
待
機

者
を
大
幅
に
減
ら
す
た
め
に

は
、
さ
ら
な
る
３
カ
年
計
画

が
必
要
と
思
わ
れ
る
。
介
護

保
険
料
の
増
加
な
ど
の
難
し

い
問
題
が
あ
る
と
思
わ
れ
る

が
、
何
と
か
実
現
し
て
ほ
し

い
。
使
う
予
定
の
な
い
廃
校

跡
地
の
有
効
利
用
と
も
な
る

と
思
う
。

三
浦
町
長
答
弁

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

待
機
者
の
状
況
は
、
第
５
期

計
画
時
点
で
の
待
機
者
は
約

60
人
で
、
２
つ
の
施
設
が
完

成
し
、
入
居
す
れ
ば
待
機
者

の
解
消
が
か
な
り
図
ら
れ
る

見
通
し
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
昨
年
７
月
開
設

後
も
入
所
で
き
な
い
人
が
多

数
い
た
。
現
在
工
事
中
の
施

設
の
開
設
後
も
、
同
じ
よ
う

な
状
況
と
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。

　
町
で
は
真
に
入
所
が
必
要

な
人
を
把
握
す
る
た
め
調
査

を
し
た
と
こ
ろ
、
45
人
の
入

所
が
必
要
と
判
明
し
、
６
月

に
開
設
す
る
施
設
に
29
人
が

全
て
入
所
し
て
も
、
な
お
16

人
が
待
機
者
に
な
る
と
推
測

さ
れ
る
。

　
介
護
の
問
題
は
、
介
護
さ

れ
る
側
に
と
っ
て
も
、
介
護

す
る
側
に
と
っ
て
も
大
変
切

実
な
こ
と
で
あ
り
、
必
要
最

小
限
の
施
設
整
備
は
行
っ
て

い
か
ざ
る
を
得
な
い
と
考
え

て
お
り
、
現
在
第
６
期
介
護

保
険
事
業
計
画
策
定
委
員
会

に
お
い
て
協
議
中
で
あ
る
。

　
五
戸
町
は
短
命
県
青
森
の

中
で
も
特
に
短
命
な
自
治
体

で
あ
る
。
食
習
慣
や
寒
さ
な

ど
の
住
環
境
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
原
因
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
が
、
新
聞
を
見
て
い
る
と

50
代
、
60
代
で
亡
く
な
る
方

が
よ
く
見
か
け
ら
れ
、
こ
れ

も
平
均
寿
命
を
下
げ
る
原
因

と
考
え
ら
れ
る
。

　
短
命
自
治
体
の
返
上
に
つ

い
て
、
町
で
は
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

　
平
成
22
年
の
死
因
で
は
、

働
き
盛
り
の
50
歳
代
か
ら
、

60
歳
代
の
生
活
習
慣
病
や
が

ん
に
よ
る
死
亡
が
男
女
合
わ

せ
て
34
人
と
な
っ
て
お
り
、

確
か
に
平
均
寿
命
を
引
き
下

げ
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
生
活
習
慣
病
予

防
の
た
め
の
特
定
検
診
や
が

ん
検
診
受
診
率
向
上
、
要
精

密
検
診
者
の
フ
ォ
ロ
ー
に
よ

り
、
早
期
病
院
受
診
の
推
進

と
治
療
の
徹
底
を
図
れ
る
よ

う
、
検
診
体
制
の
強
化
を
図

る
。

　
今
後
は
さ
ら
な
る
健
康
づ

く
り
運
動
の
支
援
策
と
し

て
、
平
成
26
年
度
よ
り
特
定

検
診
の
一
部
負
担
金
を
無
料

と
し
、
検
診
を
受
け
る
方
々

の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図

る
。

　
ま
た
、
住
民
の
方
々
が
受

け
や
す
い
検
診
体
制
づ
く
り

と
し
て
、
農
閑
期
の
８
月
か

ら
１
月
ま
で
、
月
１
回
の
休

日
検
診
を
検
討
し
て
い
る
。

根森　隆雄 議員川村　浩昭 議員

６月に開設予定の　　　　　　　　　　
　　　　地域密着型特別養護老人ホーム

　
昨
年
度
開
設
し
た
施
設

と
今
年
度
開
設
す
る
施
設

は
、「
地
域
密
着
型
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
」で
、

・
入
所
定
員
が
29
人
以
下

・
五
戸
町
の
住
民
の
み
が

入
所
で
き
る

・
町
に
運
営
管
理
や
指
導

な
ど
を
行
う
権
限
が
あ

る
な
ど
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。

一般質問 一般質問

質

　問

質

　問

三
浦
町
長
答
弁

三
浦
町
長
答
弁

三
浦
町
長
答
弁

三
浦
町
長
答
弁

山
下
建
設
課
長
答
弁

質

　問

質

　問

質

　問

除雪のようす

補修工事が完了した五戸橋

特養施設の更なる充実を
　　　　　　　　　　　　　　　

　町長　第６期介護保険事業計画を協議中

今後の大雪対策は

　町長　自治会等の協力を得ながら
　　　　　　　　　　　　雪置き場の設置等を検討する

短
命
自
治
体
の
返
上
に
対
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　取
り
組
み
は

　
町
長
　
特
定
検
診
の
一
部
無
料
化

　
　
農
閑
期
の
月
１
回
休
日
検
診
を
検
討

五
戸
橋
工
事
終
了
後
、

　
　
　周
囲
に
残
骸
を
残
さ
な
い
よ
う
に

　
町
長
　
業
者
が
処
理
す
る
が
、

　
　
　
　
　
　
町
も
し
っ
か
り
監
督
す
る
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２
月
15
日
か
ら
16
日
に
か

け
て
、
大
雪
に
見
舞
わ
れ
、

家
か
ら
一
歩
も
出
ら
れ
な
か

っ
た
人
、
仕
事
を
休
ま
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
人
が
い
た
な

ど
聞
い
て
い
る
。

　
町
民
か
ら
様
々
な
苦
情
が

多
々
あ
っ
た
と
思
う
が
、
町

当
局
は
ど
の
よ
う
に
考
え
、

ど
の
よ
う
な
対
策
を
し
た
の

か
。

三
浦
町
長
答
弁

　
全
委
託
業
者
と
と
も
に
、

15
日
午
後
10
時
か
ら
除
雪
作

業
を
開
始
し
た
。
今
回
は
大

量
の
積
雪
と
重
い
雪
質
の
た

め
作
業
が
は
か
ど
ら
ず
、
ま

た
道
幅
が
狭
く
通
常
の
除
雪

機
が
入
れ
な
い
路
線
が
あ
っ

た
こ
と
な
ど
か
ら
、
除
雪
路

線
を
一
通
り
除
雪
す
る
に
は

17
日
ま
で
か
か
っ
た
。

　
し
か
し
、
十
分
な
道
幅
が

確
保
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
そ
の
後
も
多
く
の
苦
情

が
寄
せ
ら
れ
、
担
当
課
は
２

月
末
ま
で
そ
の
対
応
に
追
わ

れ
た
。

　
町
の
除
雪
は
、
道
路
除
雪

機
41
台
、
歩
道
除
雪
機
７
台
、

融
雪
剤
散
布
車
２
台
で
、
直

営
、
委
託
合
わ
せ
て
50
台
で

実
施
し
て
い
る
が
、
建
設
業

者
の
保
有
台
数
が
減
少
傾
向

に
あ
り
、
運
転
者
の
確
保
も

難
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
機
械
装
備
の
増
強

は
困
難
な
状
況
に
あ
る
。

　
今
後
の
対
策
と
し
て
、
住

宅
密
集
地
な
ど
の
道
幅
の
狭

い
路
線
に
お
い
て
、
地
元
自

治
会
等
の
協
力
を
得
な
が
ら

除
雪
作
業
の
た
め
の
雪
置
き

場
の
設
置
等
を
検
討
す
る
。

　
ま
た
、
町
民
の
除
雪
に
関

す
る
理
解
を
深
め
、
除
雪
マ

ナ
ー
の
向
上
を
図
る
た
め
の

情
報
提
供
に
つ
い
て
も
充
実

さ
せ
る
。

　
除
雪
機
械
に
１
人
し
か
乗

っ
て
い
な
い
こ
と
が
道
路
の

幅
を
出
せ
な
い
理
由
だ
と
思

う
が
。

　
機
械
に
よ
っ
て
は
今
回
の

よ
う
な
大
雪
に
は
対
応
で
き

な
い
機
種
も
あ
る
。

　
狭
い
路
線
は
雪
置
き
場
の

確
保
に
よ
っ
て
除
雪
作
業
の

効
率
化
を
図
っ
て
い
く
。

　
五
戸
橋
の
補
強
工
事
終
了

後
、
橋
の
周
り
の
残
骸
、
鉄

筋
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
破
片
等
は

ど
の
程
度
片
付
け
る
の
か
。

　
工
事
に
よ
り
発
生
し
た
残

骸
や
仮
工
事
等
で
利
用
し
た

箇
所
に
つ
い
て
は
、
工
事
請

負
業
者
が
責
任
を
持
っ
て
処

理
し
、
原
形
に
復
旧
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

　
工
事
等
に
よ
る
残
骸
等
を

残
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
発

注
者
側
と
し
て
現
場
の
状
況

を
把
握
し
て
監
督
し
て
い
く
。

　
24
年
度
に
１
カ
所
、
25
年

度
に
１
カ
所
の
特
養
施
設
、

26
年
度
に
１
カ
所
の
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
が
完
成
す
る
と
、

入
居
待
機
者
は
か
な
り
減
る

と
は
思
わ
れ
る
が
、
入
居
し

た
後
で
も
約
60
人
の
入
居
待

ち
登
録
者
が
い
る
と
聞
い
て

い
る
。

　
こ
れ
か
ら
の
高
齢
者
の
増

加
を
考
え
る
と
、
入
居
待
機

者
を
大
幅
に
減
ら
す
た
め
に

は
、
さ
ら
な
る
３
カ
年
計
画

が
必
要
と
思
わ
れ
る
。
介
護

保
険
料
の
増
加
な
ど
の
難
し

い
問
題
が
あ
る
と
思
わ
れ
る

が
、
何
と
か
実
現
し
て
ほ
し

い
。
使
う
予
定
の
な
い
廃
校

跡
地
の
有
効
利
用
と
も
な
る

と
思
う
。

三
浦
町
長
答
弁

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

待
機
者
の
状
況
は
、
第
５
期

計
画
時
点
で
の
待
機
者
は
約

60
人
で
、
２
つ
の
施
設
が
完

成
し
、
入
居
す
れ
ば
待
機
者

の
解
消
が
か
な
り
図
ら
れ
る

見
通
し
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
昨
年
７
月
開
設

後
も
入
所
で
き
な
い
人
が
多

数
い
た
。
現
在
工
事
中
の
施

設
の
開
設
後
も
、
同
じ
よ
う

な
状
況
と
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。

　
町
で
は
真
に
入
所
が
必
要

な
人
を
把
握
す
る
た
め
調
査

を
し
た
と
こ
ろ
、
45
人
の
入

所
が
必
要
と
判
明
し
、
６
月

に
開
設
す
る
施
設
に
29
人
が

全
て
入
所
し
て
も
、
な
お
16

人
が
待
機
者
に
な
る
と
推
測

さ
れ
る
。

　
介
護
の
問
題
は
、
介
護
さ

れ
る
側
に
と
っ
て
も
、
介
護

す
る
側
に
と
っ
て
も
大
変
切

実
な
こ
と
で
あ
り
、
必
要
最

小
限
の
施
設
整
備
は
行
っ
て

い
か
ざ
る
を
得
な
い
と
考
え

て
お
り
、
現
在
第
６
期
介
護

保
険
事
業
計
画
策
定
委
員
会

に
お
い
て
協
議
中
で
あ
る
。

　
五
戸
町
は
短
命
県
青
森
の

中
で
も
特
に
短
命
な
自
治
体

で
あ
る
。
食
習
慣
や
寒
さ
な

ど
の
住
環
境
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
原
因
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
が
、
新
聞
を
見
て
い
る
と

50
代
、
60
代
で
亡
く
な
る
方

が
よ
く
見
か
け
ら
れ
、
こ
れ

も
平
均
寿
命
を
下
げ
る
原
因

と
考
え
ら
れ
る
。

　
短
命
自
治
体
の
返
上
に
つ

い
て
、
町
で
は
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

　
平
成
22
年
の
死
因
で
は
、

働
き
盛
り
の
50
歳
代
か
ら
、

60
歳
代
の
生
活
習
慣
病
や
が

ん
に
よ
る
死
亡
が
男
女
合
わ

せ
て
34
人
と
な
っ
て
お
り
、

確
か
に
平
均
寿
命
を
引
き
下

げ
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
生
活
習
慣
病
予

防
の
た
め
の
特
定
検
診
や
が

ん
検
診
受
診
率
向
上
、
要
精

密
検
診
者
の
フ
ォ
ロ
ー
に
よ

り
、
早
期
病
院
受
診
の
推
進

と
治
療
の
徹
底
を
図
れ
る
よ

う
、
検
診
体
制
の
強
化
を
図

る
。

　
今
後
は
さ
ら
な
る
健
康
づ

く
り
運
動
の
支
援
策
と
し

て
、
平
成
26
年
度
よ
り
特
定

検
診
の
一
部
負
担
金
を
無
料

と
し
、
検
診
を
受
け
る
方
々

の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図

る
。

　
ま
た
、
住
民
の
方
々
が
受

け
や
す
い
検
診
体
制
づ
く
り

と
し
て
、
農
閑
期
の
８
月
か

ら
１
月
ま
で
、
月
１
回
の
休

日
検
診
を
検
討
し
て
い
る
。

根森　隆雄 議員川村　浩昭 議員

６月に開設予定の　　　　　　　　　　
　　　　地域密着型特別養護老人ホーム

　
昨
年
度
開
設
し
た
施
設

と
今
年
度
開
設
す
る
施
設

は
、「
地
域
密
着
型
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
」で
、

・
入
所
定
員
が
29
人
以
下

・
五
戸
町
の
住
民
の
み
が

入
所
で
き
る

・
町
に
運
営
管
理
や
指
導

な
ど
を
行
う
権
限
が
あ

る
な
ど
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。

一般質問 一般質問

質

　問

質

　問

三
浦
町
長
答
弁

三
浦
町
長
答
弁

三
浦
町
長
答
弁

三
浦
町
長
答
弁

山
下
建
設
課
長
答
弁

質

　問

質

　問

質

　問

除雪のようす

補修工事が完了した五戸橋

特養施設の更なる充実を
　　　　　　　　　　　　　　　

　町長　第６期介護保険事業計画を協議中

今後の大雪対策は

　町長　自治会等の協力を得ながら
　　　　　　　　　　　　雪置き場の設置等を検討する

短
命
自
治
体
の
返
上
に
対
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　取
り
組
み
は

　
町
長
　
特
定
検
診
の
一
部
無
料
化

　
　
農
閑
期
の
月
１
回
休
日
検
診
を
検
討

五
戸
橋
工
事
終
了
後
、

　
　
　周
囲
に
残
骸
を
残
さ
な
い
よ
う
に

　
町
長
　
業
者
が
処
理
す
る
が
、

　
　
　
　
　
　
町
も
し
っ
か
り
監
督
す
る
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五
戸
地
区
議
会
議
員

協
議
会
研
修
会

五
戸
小
学
校
体
育
館
視
察

議
会
活
性
化
検
討
委
員
会

五
戸
総
合
病
院
検
討
委
員
会

広
報
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

経
済
常
任
委
員
会

民
生
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

①⑵
主な新規事業の内容 予　算　額 財　　　　源

五戸小学校改築に伴う外構
工事等 １億３，７００万円 合併特例債

倉石地区の防災行政無線の
　デジタル化
防災無線サイレン鳴動操作
　一本化に伴う操作卓の移
　設工事

２億１，６００万円
緊急防災減災事業
債
　

社会保障・税番号制度（マ
イナンバー制度）導入に伴
う住民情報システム改修

１，４４７万円
社会保障・税番号
制度システム整備
補助金　

中市橋と蛯川橋の橋梁補修
工事 ８，２０９万円

１億３，０５０万円

２億１，５９０万円

１，４３２万円

１，６１０万円
１，１３０万円

５，３３０万円

・過疎対策事業債
・公共事業等債
・橋梁長寿命化補
　修事業交付金

　
産
業
経
済
、
土
木
建
設
に

関
す
る
事
務
。

委
員
長
　
沢
　
田
　
良
　
一

副
委
員
長
　
古
　
田
　
陸
　
夫

委
　
員
　
和
　
田
　
寛
　
司

委
　
員
　
根
　
森
　
隆
　
雄

委
　
員
　
鈴
　
木
　
繁
　
盛

委
　
員
　
若
　
宮
　
佳
　
一

　
社
会
福
祉
、
消
防
、
上
下

水
道
、
総
合
病
院
、
国
民
健

康
保
険
、
老
人
保
健
及
び
介

護
保
険
に
関
す
る
事
務
。

委
員
長
　
松
　
山
　
泰
　
治

副
委
員
長
　
髙
　
山
　
浩
　
司

委
　
員
　
大
　
沢
　
　
　
博

委
　
員
　
川
　
﨑
　
七
　
保

委
　
員
　
尾
　
形
　
裕
　
之

委
　
員
　
柏
　
田
　
雅
　
俊

　
委
員
の
任
期
満
了
に
よ
り

所
属
が
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
町
議
会
で
は
、
４
つ
の

常
任
委
員
会
と
議
会
運
営
委

員
会
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
議
長
の
諮
問
機
関

と
し
て
議
会
活
性
化
検
討
委

員
会
と
五
戸
総
合
病
院
検
討

委
員
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
各
委
員
会
の
任
期
は
２
年

で
す
が
、
今
回
は
議
員
任
期

満
了
の
平
成
28
年
２
月
28
日

ま
で
と
な
り
ま
す
。

　
総
務
、
税
務
、
教
育
及
び

選
挙
に
関
す
る
事
務
並
び
に

他
の
常
任
委
員
会
の
所
管
に

属
し
な
い
事
務
。

委
員
長
　
大
久
保
　
　
　
均

副
委
員
長
　
中
川
原
　
賢
　
治

委
　
員
　
川
　
村
　
浩
　
昭

委
　
員
　
三
　
浦
　
專
治
郎

委
　
員
　
中
　
里
　
公
志
郎

委
　
員
　
三
　
浦
　
俊
　
哉

　
議
会
の
広
報
に
関
す
る
こ

と
。

委
員
長
　
根
　
森
　
隆
　
雄

副
委
員
長
　
髙
　
山
　
浩
　
司

委
　
員
　
若
　
宮
　
佳
　
一

委
　
員
　
松
　
山
　
泰
　
治

委
　
員
　
沢
　
田
　
良
　
一

委
　
員
　
柏
　
田
　
雅
　
俊

委
　
員
　
三
　
浦
　
俊
　
哉

　
議
会
の
会
期
や
議
会
運
営
、

議
長
の
諮
問
事
項
な
ど
に
つ

い
て
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

委
員
長
　
若
　
宮
　
佳
　
一

副
委
員
長
　
川
　
村
　
浩
　
昭

委
　
員
　
大
久
保
　
　
　
均

委
　
員
　
根
　
森
　
隆
　
雄

委
　
員
　
松
　
山
　
泰
　
治

委
　
員
　
沢
　
田
　
良
　
一

　
町
議
会
の
活
性
化
、
情
報

公
開
、
政
策
提
言
の
推
進
な

ど
に
つ
い
て
、
調
査
・
研
究
・

協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

委
員
長
　
三
　
浦
　
專
治
郎

副
委
員
長
　
沢
　
田
　
良
　
一

委
　
員
　
大
久
保
　
　
　
均

委
　
員
　
鈴
　
木
　
繁
　
盛

委
　
員
　
古
　
田
　
陸
　
夫

委
　
員
　
中
川
原
　
賢
　
治

委
　
員
　
中
　
里
　
公
志
郎

　
五
戸
総
合
病
院
の
経
営
の

改
善
や
町
民
の
た
め
の
病
院

の
実
現
に
向
け
て
検
討
を
行

っ
て
い
ま
す
。

委
員
長
　
大
　
沢
　
　
　
博

副
委
員
長
　
松
　
山
　
泰
　
治

委
　
員
　
和
　
田
　
寛
　
司

委
　
員
　
大
久
保
　
　
　
均

委
　
員
　
髙
　
山
　
浩
　
司

委
　
員
　
沢
　
田
　
良
　
一

委
　
員
　
古
　
田
　
陸
　
夫

委
　
員
　
三
　
浦
　
專
治
郎

委
　
員
　
中
川
原
　
賢
　
治

　
平
成
26
年
３
月
14
日
、
新

た
に
建
設
さ
れ
た
五
戸
小
学

校
体
育
館
と
南
棟
校
舎
の
視

察
を
行
い
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
４
月
25
日
、
新

郷
村
に
お
い
て
五
戸
地
区
議

会
議
員
協
議
会
の
総
会
と
研

修
会
が
開
催
さ
れ
、
五
戸
町

の
議
員
は
13
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

講
演「松

く
い
虫
っ
て
ど
ん
な

虫
？
　
ナ
ラ
枯
れ
っ
て
何

の
こ
と
？
」

青
森
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー

　
林
業
研
究
所

研
究
員
　
伊
藤
　
昌
明
　
氏

研
究
員
　
土
屋
　
　
慧
　
氏

　
五
戸
地
区
議
会
議
員
協

議
会
は
、
五
戸
町
と
新
郷

村
の
議
員
で
構
成
さ
れ
て

お
り
、
町
村
の
区
域
を
超

え
る
広
域
行
政
に
関
す
る

調
査
研
究
や
情
報
交
換
を

行
っ
て
い
ま
す
。

①
平
成
26
年
度
一
般
会
計
予

算
⑴
平
成
26
年
度
重
点
事
業
は
。

⑵
主
な
新
規
事
業
の
内
容
と

そ
の
財
源
内
訳
は
。

②
各
自
治
会
よ
り
陳
情
や
要

望
さ
れ
て
い
る
事
業

⑴
平
成
17
年
か
ら
25
年
12
月

ま
で
の
陳
情
、
要
望
件
数

は
何
件
か
。

⑵
要
望
件
数
の
う
ち
25
年
度

ま
で
に
完
了
及
び
事
業
に

着
手
し
た
件
数
は
何
件
か
。

⑶
26
年
度
実
施
予
定
件
数
は

何
件
か
。

⑷
要
望
さ
れ
た
件
数
、
全
て

実
施
す
る
と
、
今
後
ど
の

程
度
の
年
数
が
必
要
か
。

三
浦
町
長
答
弁

①
⑴
災
害
対
策
事
業
、
社
会

資
本
整
備
総
合
交
付
金
事

業（
橋
梁
補
修
工
事
）、
町

営
住
宅
ひ
ば
り
野
団
地
建

設
事
業
、
少
子
化
対
策
事

業
、
老
朽
化
し
て
き
て
い

る
農
業
水
利
施
設
、
農
地

の
整
備
事
業
、
特
定
健
康

診
査
の
受
診
率
の
向
上
に

力
を
注
い
で
い
く
。

②
⑴
⑵
総
務
課
へ
の
要
望
は

２
件
で
全
て
完
了
。
農
林

課
へ
の
要
望
は
７
件
で
、

５
件
は
完
了
、
２
件
は
未

整
備
。
建
設
課
関
係
の
道

路
改
良
や
舗
装
新
設
に
関

す
る
要
望
は
42
件
で
、
完

了
箇
所
は
２
件
、
工
事
に

着
手
は
７
件
。

②
⑶
町
道
の
道
路
改
良
や
舗

装
工
事
は
合
わ
せ
て
７
件

実
施
す
る
計
画
。

②
⑷
要
望
路
線
全
て
の
詳
細

な
現
地
測
量
は
し
て
い
な

い
の
で
、
延
長
や
概
算
事

業
費
等
も
出
て
い
な
い
た

め
、
予
測
は
困
難
な
状
況

で
あ
る
。

質
問

　
地
方
交
付
税
の
算
定
替
に

よ
る
優
遇
措
置
の
期
限
切
れ

を
迎
え
る
に
当
た
り
、
地
方

交
付
税
上
乗
せ
特
例
措
置
期

限
終
了
後
に
お
け
る

①
地
方
交
付
税
の
見
通
し
は
。

②
町
政
に
及
ぼ
す
影
響
は
。

三
浦
町
長
答
弁

　
特
例
措
置
は
、
平
成
27
年

度
は
１
割
減
少
、
28
年
度
以

降
さ
ら
に
２
割
ず
つ
減
少
、
31

年
度
で
交
付
終
了
と
な
り
、

32
年
度
以
降
は
合
併
後
本
来

の
算
定
方
法
が
適
用
さ
れ
る
。

①
平
成
27
年
度
は
43
億
円
、

28
年
度
は
40
億
円
、
29
年

度
以
降
は
40
億
円
を
下
回

り
、
32
年
度
に
は
34
億
円

と
な
る
見
込
み
。

②
歳
入
に
見
合
っ
た
歳
出
規

模
で
財
政
運
営
を
進
め
、

事
業
の
精
査
や
優
先
度
を

考
慮
し
た
実
施
年
度
の
先

送
り
等
の
対
応
も
必
要
に

な
る
。
公
債
費
の
適
正
負

担
に
留
意
し
、
交
付
税
算

入
率
の
高
い
有
利
な
地
方

債
等
を
活
用
し
な
が
ら
、

将
来
を
見
据
え
た
計
画
的

な
財
政
運
営
を
進
め
、
効

果
的
で
効
率
的
な
財
政
運

営
に
努
め
て
い
き
た
い
。

大久保　均 議員

交
付
税
の
合
併
算
定
替
に
よ
る

特
例
措
置
と
は

　
合
併
年
度
及
び
こ
れ
に
続
く

10
年
間
は
旧
市
町
村
が
存
続
す

る
も
の
と
し
て
交
付
税
額
が
保

障
さ
れ
る
が
、
そ
の
後
５
年
間

で
段
階
的
に
縮
減
さ
れ
、
合
併

後
16
年
で
適
応
期
間
が
終
了
と

な
る
。

　
五
戸
町
で
は
、
平
成
25
年
度

で
５
億
１
３
０
０
万
円
が
増
額

（
上
乗
せ
）と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
増
加
額
は
平
成
16
年
度

か
ら
26
年
度
ま
で
満
額
交
付
さ

れ
、
27
年
度
以
降
は
段
階
的
に

減
少
さ
れ
る
。

お
詫
び
と
訂
正

　
第
10
号
の
議
員
活
動
報
告

の
記
事
で
、「
産
業
廃
棄
物
最

終
処
分
場
建
設
計
画
現
地
視

察
」
の
日
付
を
誤
っ
て
掲
載

し
て
お
り
ま
し
た
。

　
正
し
く
は
12
月
17
日
で
す
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

委員の改選・議員活動報告 一般質問

三
浦
町
長
答
弁

三
浦
町
長
答
弁

質

　問

質

　問

平成26年度の重点事業と新規事業は
　　　　　　　　　　　　　　　

　町長　マイナンバー制度に対応したシステムの改修

地
方
交
付
税
の

　
　
　
　
　
　今
後
の
見
通
し
と
影
響
は

　町
長

　平
成
27
年
度
以
降
減
少

　
　効
果
的
・
効
率
的
な
運
営
に
努
め
る



⑬ ごのへ議会だより 第11号 ごのへ議会だより 第11号 ⑫

五
戸
地
区
議
会
議
員

協
議
会
研
修
会

五
戸
小
学
校
体
育
館
視
察

議
会
活
性
化
検
討
委
員
会

五
戸
総
合
病
院
検
討
委
員
会

広
報
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

経
済
常
任
委
員
会

民
生
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

①⑵
主な新規事業の内容 予　算　額 財　　　　源

五戸小学校改築に伴う外構
工事等 １億３，７００万円 合併特例債

倉石地区の防災行政無線の
　デジタル化
防災無線サイレン鳴動操作
　一本化に伴う操作卓の移
　設工事

２億１，６００万円
緊急防災減災事業
債
　

社会保障・税番号制度（マ
イナンバー制度）導入に伴
う住民情報システム改修

１，４４７万円
社会保障・税番号
制度システム整備
補助金　

中市橋と蛯川橋の橋梁補修
工事 ８，２０９万円

１億３，０５０万円

２億１，５９０万円

１，４３２万円

１，６１０万円
１，１３０万円

５，３３０万円

・過疎対策事業債
・公共事業等債
・橋梁長寿命化補
　修事業交付金

　
産
業
経
済
、
土
木
建
設
に

関
す
る
事
務
。

委
員
長
　
沢
　
田
　
良
　
一

副
委
員
長
　
古
　
田
　
陸
　
夫

委
　
員
　
和
　
田
　
寛
　
司

委
　
員
　
根
　
森
　
隆
　
雄

委
　
員
　
鈴
　
木
　
繁
　
盛

委
　
員
　
若
　
宮
　
佳
　
一

　
社
会
福
祉
、
消
防
、
上
下

水
道
、
総
合
病
院
、
国
民
健

康
保
険
、
老
人
保
健
及
び
介

護
保
険
に
関
す
る
事
務
。

委
員
長
　
松
　
山
　
泰
　
治

副
委
員
長
　
髙
　
山
　
浩
　
司

委
　
員
　
大
　
沢
　
　
　
博

委
　
員
　
川
　
﨑
　
七
　
保

委
　
員
　
尾
　
形
　
裕
　
之

委
　
員
　
柏
　
田
　
雅
　
俊

　
委
員
の
任
期
満
了
に
よ
り

所
属
が
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
町
議
会
で
は
、
４
つ
の

常
任
委
員
会
と
議
会
運
営
委

員
会
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
議
長
の
諮
問
機
関

と
し
て
議
会
活
性
化
検
討
委

員
会
と
五
戸
総
合
病
院
検
討

委
員
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
各
委
員
会
の
任
期
は
２
年

で
す
が
、
今
回
は
議
員
任
期

満
了
の
平
成
28
年
２
月
28
日

ま
で
と
な
り
ま
す
。

　
総
務
、
税
務
、
教
育
及
び

選
挙
に
関
す
る
事
務
並
び
に

他
の
常
任
委
員
会
の
所
管
に

属
し
な
い
事
務
。

委
員
長
　
大
久
保
　
　
　
均

副
委
員
長
　
中
川
原
　
賢
　
治

委
　
員
　
川
　
村
　
浩
　
昭

委
　
員
　
三
　
浦
　
專
治
郎

委
　
員
　
中
　
里
　
公
志
郎

委
　
員
　
三
　
浦
　
俊
　
哉

　
議
会
の
広
報
に
関
す
る
こ

と
。

委
員
長
　
根
　
森
　
隆
　
雄

副
委
員
長
　
髙
　
山
　
浩
　
司

委
　
員
　
若
　
宮
　
佳
　
一

委
　
員
　
松
　
山
　
泰
　
治

委
　
員
　
沢
　
田
　
良
　
一

委
　
員
　
柏
　
田
　
雅
　
俊

委
　
員
　
三
　
浦
　
俊
　
哉

　
議
会
の
会
期
や
議
会
運
営
、

議
長
の
諮
問
事
項
な
ど
に
つ

い
て
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

委
員
長
　
若
　
宮
　
佳
　
一

副
委
員
長
　
川
　
村
　
浩
　
昭

委
　
員
　
大
久
保
　
　
　
均

委
　
員
　
根
　
森
　
隆
　
雄

委
　
員
　
松
　
山
　
泰
　
治

委
　
員
　
沢
　
田
　
良
　
一

　
町
議
会
の
活
性
化
、
情
報

公
開
、
政
策
提
言
の
推
進
な

ど
に
つ
い
て
、
調
査
・
研
究
・

協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

委
員
長
　
三
　
浦
　
專
治
郎

副
委
員
長
　
沢
　
田
　
良
　
一

委
　
員
　
大
久
保
　
　
　
均

委
　
員
　
鈴
　
木
　
繁
　
盛

委
　
員
　
古
　
田
　
陸
　
夫

委
　
員
　
中
川
原
　
賢
　
治

委
　
員
　
中
　
里
　
公
志
郎

　
五
戸
総
合
病
院
の
経
営
の

改
善
や
町
民
の
た
め
の
病
院

の
実
現
に
向
け
て
検
討
を
行

っ
て
い
ま
す
。

委
員
長
　
大
　
沢
　
　
　
博

副
委
員
長
　
松
　
山
　
泰
　
治

委
　
員
　
和
　
田
　
寛
　
司

委
　
員
　
大
久
保
　
　
　
均

委
　
員
　
髙
　
山
　
浩
　
司

委
　
員
　
沢
　
田
　
良
　
一

委
　
員
　
古
　
田
　
陸
　
夫

委
　
員
　
三
　
浦
　
專
治
郎

委
　
員
　
中
川
原
　
賢
　
治

　
平
成
26
年
３
月
14
日
、
新

た
に
建
設
さ
れ
た
五
戸
小
学

校
体
育
館
と
南
棟
校
舎
の
視

察
を
行
い
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
４
月
25
日
、
新

郷
村
に
お
い
て
五
戸
地
区
議

会
議
員
協
議
会
の
総
会
と
研

修
会
が
開
催
さ
れ
、
五
戸
町

の
議
員
は
13
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

講
演「松

く
い
虫
っ
て
ど
ん
な

虫
？
　
ナ
ラ
枯
れ
っ
て
何

の
こ
と
？
」

青
森
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー

　
林
業
研
究
所

研
究
員
　
伊
藤
　
昌
明
　
氏

研
究
員
　
土
屋
　
　
慧
　
氏

　
五
戸
地
区
議
会
議
員
協

議
会
は
、
五
戸
町
と
新
郷

村
の
議
員
で
構
成
さ
れ
て

お
り
、
町
村
の
区
域
を
超

え
る
広
域
行
政
に
関
す
る

調
査
研
究
や
情
報
交
換
を

行
っ
て
い
ま
す
。

①
平
成
26
年
度
一
般
会
計
予

算
⑴
平
成
26
年
度
重
点
事
業
は
。

⑵
主
な
新
規
事
業
の
内
容
と

そ
の
財
源
内
訳
は
。

②
各
自
治
会
よ
り
陳
情
や
要

望
さ
れ
て
い
る
事
業

⑴
平
成
17
年
か
ら
25
年
12
月

ま
で
の
陳
情
、
要
望
件
数

は
何
件
か
。

⑵
要
望
件
数
の
う
ち
25
年
度

ま
で
に
完
了
及
び
事
業
に

着
手
し
た
件
数
は
何
件
か
。

⑶
26
年
度
実
施
予
定
件
数
は

何
件
か
。

⑷
要
望
さ
れ
た
件
数
、
全
て

実
施
す
る
と
、
今
後
ど
の

程
度
の
年
数
が
必
要
か
。

三
浦
町
長
答
弁

①
⑴
災
害
対
策
事
業
、
社
会

資
本
整
備
総
合
交
付
金
事

業（
橋
梁
補
修
工
事
）、
町

営
住
宅
ひ
ば
り
野
団
地
建

設
事
業
、
少
子
化
対
策
事

業
、
老
朽
化
し
て
き
て
い

る
農
業
水
利
施
設
、
農
地

の
整
備
事
業
、
特
定
健
康

診
査
の
受
診
率
の
向
上
に

力
を
注
い
で
い
く
。

②
⑴
⑵
総
務
課
へ
の
要
望
は

２
件
で
全
て
完
了
。
農
林

課
へ
の
要
望
は
７
件
で
、

５
件
は
完
了
、
２
件
は
未

整
備
。
建
設
課
関
係
の
道

路
改
良
や
舗
装
新
設
に
関

す
る
要
望
は
42
件
で
、
完

了
箇
所
は
２
件
、
工
事
に

着
手
は
７
件
。

②
⑶
町
道
の
道
路
改
良
や
舗

装
工
事
は
合
わ
せ
て
７
件

実
施
す
る
計
画
。

②
⑷
要
望
路
線
全
て
の
詳
細

な
現
地
測
量
は
し
て
い
な

い
の
で
、
延
長
や
概
算
事

業
費
等
も
出
て
い
な
い
た

め
、
予
測
は
困
難
な
状
況

で
あ
る
。

質
問

　
地
方
交
付
税
の
算
定
替
に

よ
る
優
遇
措
置
の
期
限
切
れ

を
迎
え
る
に
当
た
り
、
地
方

交
付
税
上
乗
せ
特
例
措
置
期

限
終
了
後
に
お
け
る

①
地
方
交
付
税
の
見
通
し
は
。

②
町
政
に
及
ぼ
す
影
響
は
。

三
浦
町
長
答
弁

　
特
例
措
置
は
、
平
成
27
年

度
は
１
割
減
少
、
28
年
度
以

降
さ
ら
に
２
割
ず
つ
減
少
、
31

年
度
で
交
付
終
了
と
な
り
、

32
年
度
以
降
は
合
併
後
本
来

の
算
定
方
法
が
適
用
さ
れ
る
。

①
平
成
27
年
度
は
43
億
円
、

28
年
度
は
40
億
円
、
29
年

度
以
降
は
40
億
円
を
下
回

り
、
32
年
度
に
は
34
億
円

と
な
る
見
込
み
。

②
歳
入
に
見
合
っ
た
歳
出
規

模
で
財
政
運
営
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進
め
、

事
業
の
精
査
や
優
先
度
を

考
慮
し
た
実
施
年
度
の
先

送
り
等
の
対
応
も
必
要
に

な
る
。
公
債
費
の
適
正
負

担
に
留
意
し
、
交
付
税
算

入
率
の
高
い
有
利
な
地
方

債
等
を
活
用
し
な
が
ら
、

将
来
を
見
据
え
た
計
画
的

な
財
政
運
営
を
進
め
、
効

果
的
で
効
率
的
な
財
政
運

営
に
努
め
て
い
き
た
い
。

大久保　均 議員

交
付
税
の
合
併
算
定
替
に
よ
る

特
例
措
置
と
は

　
合
併
年
度
及
び
こ
れ
に
続
く

10
年
間
は
旧
市
町
村
が
存
続
す

る
も
の
と
し
て
交
付
税
額
が
保

障
さ
れ
る
が
、
そ
の
後
５
年
間

で
段
階
的
に
縮
減
さ
れ
、
合
併

後
16
年
で
適
応
期
間
が
終
了
と

な
る
。

　
五
戸
町
で
は
、
平
成
25
年
度

で
５
億
１
３
０
０
万
円
が
増
額

（
上
乗
せ
）と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
増
加
額
は
平
成
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年
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ら
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年
度
ま
で
満
額
交
付
さ

れ
、
27
年
度
以
降
は
段
階
的
に

減
少
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れ
る
。

お
詫
び
と
訂
正

　
第
10
号
の
議
員
活
動
報
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の
記
事
で
、「
産
業
廃
棄
物
最

終
処
分
場
建
設
計
画
現
地
視

察
」
の
日
付
を
誤
っ
て
掲
載

し
て
お
り
ま
し
た
。

　
正
し
く
は
12
月
17
日
で
す
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

委員の改選・議員活動報告 一般質問

三
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長
答
弁
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町
長
答
弁
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質
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地
方
交
付
税
の

　
　
　
　
　
　今
後
の
見
通
し
と
影
響
は

　町
長

　平
成
27
年
度
以
降
減
少

　
　効
果
的
・
効
率
的
な
運
営
に
努
め
る



⑮ ごのへ議会だより 第11号 ごのへ議会だより 第11号 ⑭

議会報告会の結果をお知らせします議会報告会の結果をお知らせします

　意見・要望を町へ照会し、各担当課から対応について回答をいただきましたので、お知ら
せします。
　なお、これらの回答について、議会でも検討しております。

Ｑ　町で出している計画や活動報告を一括して閲覧できるところを設置してほしい。
Ａ【総務課】必要なものは広報・ケーブルテレビ等に掲載することを検討してまいりたい。
一括管理し、閲覧可能な場所については、設置を考えておりませんので御了承ください。

Ｑ　廃校利用について、自治会では町で予算を付けなければ見ていけない。
Ａ【企画振興課】どのような利用を検討しているのかにより、どのような予算が必要なのか

違ってくると思われますので、事前に相談することも可能です。

Ｑ　農産物・特産物の販売ルートの確立、アンテナショップをつくり宣伝をしてほしい。
Ａ【企画振興課】青森県や八戸農協、㈱倉石地域振興公社、産直等の関係団体と協力しなが

ら、より多くの販売ルートを確立していきたい。首都圏等で物産展等の販売・展示など
の機会がありましたら、積極的に出展してＰＲに努めていきたい。

Ｑ　㈱倉石地域振興公社　夢の森ハイランドについて、①マーケティングを考え直してほし
い。②盗難事件はどうなったのか。

Ａ【企画振興課】①平成25年度の終盤より、専門家の指導を受け実施しており、平成26年度
も職員の再教育と経営改善に結びつくような専門家の指導を受けられるよう予算措置し
ております。

　　②議会でも説明させていただいておりますが、新たな進展はございません。

Ｑ　個人でも６次産業をやれるように補助してほしい。
Ａ【農林課】農業発展に繋がるような６次産業化であれば補助を検討させていただきます。

Ｑ　浅水地区の田んぼは小さく、集積するのが難しく、農家が無くなるのでは。
Ａ【農林課】地域がまとまって、ほ場整備を希望する場合は、ご相談いただければと思いま

す。

Ｑ　国道454号のコスモス団地入口のバス停の道路が狭
く危険なので、道路を拡張してほしい。

Ａ【建設課】現地調査測量を行っており、26年度は用地
測量と用地取得の予定となっております。

Ｑ　国道４号線から丸山建設方面に入り、新郷村へ向か
う大型トラックが槍沢集落に入ってしまうので、標
識を設置してほしい。

Ａ【建設課】案内板の設置を検討します。

Ｑ　24年度決算で町税等の未収金の対応は。
Ａ　税金　①督促状　②納税相談　③催告書　④呼出し状　⑤電話や自宅訪問により催告。不在の
場合は、納付及び納税相談を指定した「不在連絡票」　⑥「徴収移管・差押予告通知書（最終）」
⑦青森県滞納整理機構へ徴収を移管し、差押。不動産や動産は、原則として公売にかけ換価。

　　税金以外　文書（督促状・催告書）・電話連絡・家庭訪問等。

Ｑ　24年度決算で、①町債が184億円もあるが、返済方法は。②実質公債費比率低下の理由は。
Ａ　①返済方法は、毎年度元金を同じ金額で支払う元金均等と毎年度利子を含めて同じ金額を支払

う元利均等の２種類。返済する財源は、一般財源、減債基金等。
　　②主に元利償還金の減と一部事務組合等の地方債に充てたと認められる補助金又は負担金の減。

Ｑ　行政改革はどうなったのか。
Ａ　①職員の定員管理　退職者に伴う職員の不補充により職員数の減。平成17年から平成25年まで

の８年間で98人減少。平成24年4月の普通会計（病院・水道等公営企業除く）職員数は五戸町
133人、類似団体別職員数は173人、五戸町の職員数は40人少ない。

　　②給与の適正化の見直し　平成17年度から平成24年度まで三役の期末手当２割削減。
　　③事務事業見直し　コストを意識した効率的、効果的な行政運営を目指すため、平成17年度か

ら五戸町事務事業評価制度を全職員が実施。分庁舎を廃止し、空施設を団体へ貸付。９校あ
った小学校を統廃合し、26年度には４校。町の各施設管理について指定管理者制度や民営化
し、歳出削減。

　　④人材育成　青森県自治研修所での基本研修・選択研修に職員を毎年度参加。国の地方分権改
革に伴う法律改正の内容把握や、接遇等の基本的知識・技術を学ぶため、毎年度職員研修会
を実施。

Ｑ　コミュニティバスの評判は。
Ａ　利用者の声は概ね好評。「通院、買物等において助かっている」「１乗車200円でも良いから制度
と路線は廃止しないでほしい」との声もあり。

Ｑ　太陽光発電に、①メリットがあるのか。②補助は。
③小学校に設置している太陽光発電の状況は。

Ａ　①メリット　環境を汚さない、枯渇しない。充電な
どで経済的な面がある。非常電源に活用できる場
合あり。節電を意識し、環境意識の向上になる。
など

　　②補助　「住宅用太陽光発電システム設置補助金」制
度を設け、募集件数は年間約50戸程度。

　　③小学校　発電した電力は、学校全体で使用する電
力の一部として賄われ、電気料金の削減となって
いる。

Ｑ　町単独の農業政策がないのか。
Ａ　現在実施している政策　農道維持管理用の砕石支給。農業用施設維持管理用の原材料支給。
グリーンツーリズムの推進。農業関係協議会等への支援。

町政への意見・要望

コスモス団地入口バス停付近

　町政に対する多くの質問、意見・要望が出されましたので、その一部を抜粋し、内容を要約して
お知らせいたします。

町政への質問事項

五戸小学校に設置された太陽光パネルを
議員も視察しました。
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　３
月
に
委
員
会
の
改
編
が

あ
り
ま
し
た
が
、
引
き
続
き

広
報
常
任
委
員
会
の
副
委
員
長

を
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　創
刊
以
来
、
副
委
員
長
と
し

て
議
会
広
報
の
編
集
に
携
わ
っ

て
参
り
ま
し
た
が
、
今
回
で

第
11
号
目
と
な
り
ま
す
。

　議
会
改
革
の
一
環
と
し
て
、

議
会
広
報
の
発
行
の
他
に
、

議
会
中
継
、
一
般
質
問
で
の

一
問
一
答
方
式
の
導
入
、
議
会

報
告
会
な
ど
、
町
民
の
皆
様
に

開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
、

全
議
員
が
一
丸
と
な
っ
て
行
っ

て
参
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

五
戸
町
の
議
会
改
革
は
、
進
ん

で
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
他
市

町
村
に
、
か
な
り
近
づ
い
た
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
、
議
会
改
革
に
は

際
限
が
あ
る
と
は
思
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。

　こ
れ
か
ら
も
、
議
会
広
報
の

編
集
の
あ
り
方
を
含
め
、
五
戸

町
ら
し
い
議
会
改
革
を
進
め
て

参
る
所
存
で
す
。

副
委
員
長

　髙
山

　浩
司

編
集
後
記

議会を傍聴してみませんか
委
員
長

　根

　森

　隆

　雄

副
委
員
長

　髙

　山

　浩

　司

委

　
　員

　若

　宮

　佳

　一

委

　
　員

　松

　山

　泰

　治

委

　
　員

　沢

　田

　良

　一

委

　
　員

　柏

　田

　雅

　俊

委

　
　員

　三

　浦

　俊

　哉

次
回
の
広
報
は
、

平
成
26
年
８
月

発
行
予
定
で
す
。

広
報
常
任
委
員
会

６月定例会は６月12日開会予定です。
詳しくは議会事務局まで
TEL ６２ － ２１１１（代表）
日程が決まりしだい「五戸ちゃんねる」、
五戸町ホームページでもお知らせします。

３人
男性

０人
女性

傍会議 聴 者 ア ン ケ ー ト 集 計 表

平成26年３月定例会（３／６～14）

１．あなたの性別は？

４．議会の日程を何で知りましたか？（複数回答）
　◎ 議会広報　　　　　　　　　　１人
　◎ その他（事務局へ問い合わせ）　２人

５．五戸ちゃんねる（テレビ）で五戸町議会の一般質問を放送していますが、見たことがありますか？
　◎ 見たことがある　　　　　　　１人
　◎ 見たことがない　　　　　　　２人

６．議会広報「ごのへ議会だより」を発行していますが、ご覧になっていますか？
　◎ 毎号見ている　　　　　　　　１人
　◎ ときどき見ている　　　　　　２人

７．五戸町議会あるいは議会広報について、ご意見・ご要望などありましたら、お書きください。
　◎ 議会ではデータの発表はニュースソースと表示（資料配布等）があると情報の

共有化と見える化が図られる。他市町村の取り組みから学ぶともっと生き生き
してくると思う。町民参加の促進の必要性を痛感した。

　◎ 議会広報、毎回興味を持って読んでいる。「五戸総合病院改革アンケート結果」を
知り、考えさせられる。この結果を踏まえた、町民からの意見集約も必要では
ないだろうか。

１人
50歳代

２人
60歳代

２．あなたの年齢は？

１人
初めて

２人
１・２回

３．議会を傍聴したことがありますか？

平成26年４月８日、五戸小学校に蛯川小学校・豊間内小学校・南小学校を統合。

平成26年４月８日、１年生71人を迎え、児童数450人となり三戸郡内でも最大規模の小学校となりました。

五戸小学校入学式五戸小学校入学式


